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岳の機の祭ネL調査報告書

長 野 県 上 田 市

員 会
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調査地 を示す図



岳 の 峨 の 行 列

膨の衣裳・囃子方の着付が今と異なる

(上田市観光課 提供 )

岳 の 峨

(撮影

の 行 列

上田市立博物館 り‖上 元 氏 )



にめじは

上田市別所温泉の岳の1職 の祭礼は、永正元年 (1504年)の大早魃の折以来、

五百年近 くに亘って連綿 と受け継がれてきま した。 この祭礼はひで りの時に降雨

を神仏に祈念 した雨乞いの行事であ り、全国でも最も降雨量の少ない地域の一つ

である塩田平の人々の、雨に対する切実な願いがこめられていて、極めて貴重な

無形文化財 といえます。昭和 44年 6月 には、保野祗園祭 とともに上田市の無形

文化財に指定 されました。

現在上田市においては、この岳の職の祭礼の他には、常田獅子、房山獅子、
・
保

‐

野祗園祭、氷上王子神社大神楽獅子舞が市の無形文化財に指定 されています。 こ

れらの、幾世紀もの長い間、われわれの祖先が受け継いできた無形文化財は、現

在それぞれに保存会が結成 されています。 これらの保存会は、地元自治会の協力

を得て、無形文化財の正確な伝承の保持や若い後継者の育成に努力 してい ます。

岳の職の祭礼は、岳の職保存会 をは じめとして、地元自治会や別所温泉観光協

会等の多数の人々の熱意に支えられて、毎年盛んに行なわれてお ります。 ことに

昭和 55年秋には、長野市において開催 された第 1回県民芸術祭、民俗芸能大会

に参加 してそのす ぐれた無形文化財 としての特質が高 く評価 されました。

このたび、昭和 49年度発行の本調査報告書の在庫数がなくな りましたので、

ここに新たに改訂版 を刊行する運びとな りました。広 く市民の方々に本書 をご活

用いただき、郷土の無形文化財に対するご理解 を一層深めていただくよう、心 よ

り念願いたす次第であります。

昭 和 57年 3月
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上 田 市 教 育 委 員 会
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有 しておりますので、その調査 と記録は、文化財保護事業 として重要であることは、

申すまで もありません。

さいわいに上田民俗研究会の積極的なご協力が得 られ、安間清会長を団長 とする

調査団に本事業を委託いたしました。

調査委員の方 々は、芸能、歴史、社会、山の民俗、周辺の雨乞行事等の各分野に

わた り、献身的に調査と考察を続けられました。また地元関係者の皆 さまにもご理

解とこ協力をいただきました。ここに深甚な る敬意と謝意 を表する次第です。

おわ りに、この調査報告書が岳の峨の行事を正 しく伝承していくための貴重な記

録 となることを念願いたしてお ります。

昭和 50年 3月

上 田市 教 育 長 山 極 真 平
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例
‐

口

1 本書は昭和 49年度長野県教育委員会選択民俗資料調査の通達に基づいて、

上田市教育委員会が上田民俗研究会にその調査研究を委託 した、「岳の職の祭

礼」に関する報告書の改訂版である。

2 本調査は、例年 7月 15日 に長野県別所温泉で行なわれている岳の職の祭礼

について、祗園祭礼とあわさった現状での芸能伝承資料の面 と、山の民俗雨乞

行事 としての信仰伝承資料の面 とを、その周辺地区まで、広域的に比較考察を

すすめたものである。

3 調査は、調査団長に安間清氏、調査員は箱山貴太郎・倉沢美徳 。黒坂勝 。若

林清 。永井彰・́益子輝之 。塩入秀敏の各氏により構成 し、事務局は上田市立図

書館内に置いて、上田民俗研究会事務局がその事務に当った。

4 この調査は、昭和 49年 11月 末から昭和 50年 2月 20日 までの調査期間

で実施 したもので、祭礼の本番をその間にはさまぬため、聞き取 りを主 としな

がらも、芸能調査の上では音曲演舞等、関係地元各位の格別の協力を得た。

5 本調査報告書の執筆は、「 例言」ならびに「 I調査の経過について」 を事務

局が、「 Ⅱ歴史的考察」 を黒塚勝氏、「 Ⅲ社会的考察」 を塩入秀敏氏、「 Ⅳ芸

能的考察」 を益子輝之 0永井彰の両氏、「 V青木側考察」 を若林清氏、そ して

「 Ⅵ山の民俗雨乞行事」箱山貴太郎氏と、調査分担に従って執筆も担当 した。

なお調査員倉沢美徳氏は、別所に居住 して、かねてから別所の記録を執筆刊行

されてきたが、数年来病気静養中のため、今回の分担報告の担当はさけた。 し

かし、各執筆に当って多くの助言を得たし、その研究を資料 として利用させて

頂けた。

6 本調査期間中、別所温泉塩沢寿輔氏、小福田正喜氏、青木村夫神林薫氏ほか、

関係住民諸氏の積極的なご協力と力強いご支援を頂いたことに厚 く感謝 を表 し

たい。
.

7 昭和 49年度調査報告書の改訂にあたり、正誤表に基づ く誤植の訂正、写真

頁の増補等若干の改訂をおこなった。

8 本報告書改訂版の編集・事務は、上田市教育委員会社会教育課文化係が担当

した。

9 改訂版の発行にあた り、上田市文化財調査委員箱山貴太郎氏、上田民俗研究

会田口光一氏、上田市観光課益子輝之氏に多くの助言、ご協力を頂いた。厚 く

御礼申し上げる。
-3-



者当担査調

長
　
員

調
　
調

査 団

査

″

東 前 山

間    清

山 貴 太 郎

沢  美  徳

坂    勝

林    清

井    彰

子  輝  之

入  秀  敏

口 光  一

沢  桂  五

安

箱

倉

黒

若

永

益

塩

田

倉

前 山 信 作

久 保 増 雄

塩 沢 寿 輔

小 福 田 正  喜

竹 内 猛 男

桜  井  仁 太 郎

荒  井  三 千 人

上 原 敏 雄

林      薫

清  水  十 一 郎

清 水 万 平

小  林  辰 次 郎

花  見  満  美

栗 林 義 人

花 見 重 美

市  川  正  一

大 庭 正 十

横 内 正 規

小 松 清 吾

報告文末尾に記載
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倉 沢 正 幸

ど
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ま い 込 み (1) じ り (2)
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青木村夫神全景 夫神奥社大明神

中社御鍬太神
細谷三頭獅子

この頁全部 林
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岳 の 峨 行 列

(上 田市立博物館 )
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調査 の経過 について

長野県上田市別1所温泉の雨ごい行事として伝承されている「岳の峨」は、現在祇園祭の三頭獅子と

彫肋 が加わって、例年 7月 15日 に実施されている。今回、長野県選択民俗資料として、この「岳の

職の祭ネL」 を調査記録するに当って、上田市教育委員会社会教育課文化係長平野勝重氏より、上田民

俗研究会にその調査報告の要請があり、会は役員会を踏まえてこれを受託することとし、調査団メン

パーの人選に入ったのが、昭和49年 の晩秋であった。

こうして、11月 16日 現地別所温泉公民館において、別項記載の如く安間清氏を団長とする調査団の

結成がなされ、調査方針として、広 くその周辺における類似の行事や芸能との関連のなかで、綜合的

に把握する方向を打出し、そのため、調査対象地域は上田市別所温泉に限定せず、夫神岳の北側集落

そのほかに及ぶことを決めた。続いて同28日 には、現地倉沢桂吾氏の案内で別所温泉岳のは保存会関

係者として、別所連合自治会長前山新作氏 と塩沢寿輔氏、及び別所の長老斉藤房雄氏を訪間して、調

査の協力を依頼した。また、青木村教育委員会と夫神区総代宛に、協力依頼状を発信した。そして、

■ 月30日 には別所公民館に関係者の参集を乞い、調査のあらまし日程等の打合せを行ない、調査細

目や留意点まで討議した:本調査は12月 に入つて、本格的には年が改まつた 102月 に、各担当ごと

分担項目に従って精力的に進行した。ことに芸能の実地見学としては、 12月 15日、大神公民館にお

いて催された法被まつりの機会を利用して、夫神のさゝら細谷の三頭獅子を見聞し、 1月 19日 は、.東

前山公民館に大庭正十氏ほか区民多勢の参集を得て、前山三頭獅子の音曲を中心に採集を行ない、 1
月27日 には、別所温泉和泉屋旅館において、小福田正喜氏ほか青年団の熱心な協力によって、別所三

頭獅子とさゝら踊りの演舞を記録したし冒J所神社の関係では、祭典委員竹内猛男氏ほかの案内で、 1

月31日 宝物祭具まで見間できた。 2月 14日 には青木側採訪として、夫神公民館には林薫氏ほか、細谷

公民館には栗林義人氏ほか関係者の出席があって、主として祇園祭礼について採集した。この間、鳳|

所と青木については再三にわたうて調査が繰 り返えされた。いよぃよ 2月 16日 には、上田市立図書館

において、調査結果の報告発表と検討会を持ち、そのあと報告書の作成について協議がなされ、 2月

お 日には原稿が提出されるというスピードぶりであった。本部において、提出原稿の編集調整と 通

覧を経て、 2月 28日 印刷所にわたした。             .
調査の結果として、調査期間が短かかったことで、充分な堀り下げが出来得なかったところもある

が、信仰や芸能の一々の事象が、それを生みだし保存している地域のなかで構造的に把えられ、しか

も、現状とその変遷過程を辿ることができたことを喜びとしたい。そして、音楽面からのこの種の調

査が系統的になされたことは、今回が最初であることも大変意義深いことであった。調査完了にあた

り、大方のご協力に対し厚くお礼を申しあげる。
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察考的史歴Ⅲ

1 男神岳 。(又は夫神岳 )

上田市の西方、千曲川を超えると塩田平が展開する。 この塩田平は、東西 8キ ロ、南北4キ ロの

平野であるが、かつての条里遺構の跡がみられ、四囲の山麓には、国宝、重文、その他の文化財が

多く、そして又塩田平の西端には、別所温泉が古くから湧出していて、里人の入浴は申すに及ばず、

文人墨客の来訪 もまた少なくない。

この別所温泉の西側に男 (夫)神岳 (1,250)と いう山があるが、かつてはこの山の名称を「葬

み岳」と言ったのであろうと、歴史家は言っている。この山の頂には、祈雨の神が祀られていて、

人々の信仰を集めている。同じ山の西北側には、少し下って泉の湧出している所があり、ここにも

神が祀られている。頂上の神は別所側がこれを管理し、北側下方の神は夫神側でお祭 りをしている

のである。

元来この地方は雨量の少ない所であって、年間 1.000ミ リ内外の雨量ということが、統計の示す

数字である。

田畑の耕作には、この雨量が極めて大事な要素であって、少ない時には早魃で悩まされ又多過

ぎて、森雨時には稲は立枯れの被害を受ける等、農作業を営むものにともては、いずれに過ぎても

その被害を蒙る訳である。その為にこの地方には古来溜池の築造が多く、又「雨乞い」の信仰 も古

くからいろいろの方法で行なわれていて、数多くのものを残している。

ここに取上げる「岳のは」の行事と信仰も雨乞いに基づくもので、男神岳を中心に、幾世紀にも

亘って
・
この地方に繰 り拡げられてきた、信仰に基づく行事の一つであることを最初に申上げておく

次第である。

2 文 献 に見 え る「 岳 の職 」

1.長野県町村誌

九頭龍神 (雑社)

社地、東西 40間、南北 訂 間 3尺、面積五畝歩、本村の西の方にあり、祭紹習辣静い 彦龍神 。姫

龍神、里俗伝に、「永正元年 (1504)夏 早す。村民耕転の為め大に之を憂ひ該三柱の神を 男神

岳の頂上に祭り、雨を祈る。愛に於て雨降る事 3日 間、尽く凶事を免れたりと。因て旗を献ずと

云ふ。今に至る迄毎年7月 15日 を以って其式を行ふ。祭は 7月 15 日」 と書かれてぃる。

註=鵡 れ」は高い山峰にあって雨をつかさどる神で、古来「祈雨の神」 として崇敬されてい

る。

2.宝永 3年の差出帳 (明 細帳)

九頭龍権現   小宮

この帳にはこれだけが記されている。

権現 とい うのは、説明する迄 もな く、神仏混潜によるもので、菩薩が日本の神に姿を変えて、仮

りに現れた もので、昔の神の尊号の一つである。

|
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3.神社明細帳、明治 12年 12月調

別所村字塩水

無格社  九頭龍社

祭神   彦 龍 命

高 霜 神

姫 龍 命

因緒

永正元年夏早ス、村民耕雲ノ為大二之ヲ憂工該三柱神ヲ夫神岳ノ頂上二祭り雨ヲ祈ル、愛二於

テ雨降ルコト3日 、尽ク凶事ヲ免レタリト、因テ礼代 トシテ御旗ヲ献ス、今二至ル迄 7月 15日 ヲ

以テ其式ヲ行フ。

一、社殿間数

本殿  長 3尺  横 2尺 5寸

一、境内坪数 350坪

一、信徒   175人

「註」 舷に書かれている所在地の「塩水」は、里宮又は御旅所と申すべき所で、山頂から布

旗を持下して勢揃いをする処である。従ってここにはとくに桐は無いので奥社のある山頂を言

っておることであろう。山頂には石桐の本殿があり、その規模 もここに掲げられている通 りで

ある。

信徒数の 175人は当時の別所村の全人口を言っているものである。

4.善光寺道名所図会。天保 14年出版

九頭龍神

例祭  6月 15日 (旧 暦)

往古よ り当日未明に神主並に郷中登山、三丈余の長願:蕪串豪薮il徒ふ豊並人、神酒を供え、

御領主武運長久、郷中安全、五穀豊饒 を祈 り、神酒を開き、夫より下山し、女神岳の驚なる大湯

の地に立並べ、女神の尊神に供え、神酒を開 く式 とす、云々。

と書かれている。この記事によれば、「郷中家数に従ひ、立並べ」とあるところか ら察すれば

当時は、別所村中戸毎に長峨を立てて参詣することが原則になつていたもの 様ゝである。

右の資料の外、倉沢美徳氏著、「 別所温泉の記録」第 5号に・よれば、

旧例祭式取調著

小県郡史余編         .
別所七久里温泉並二名称略記     _

等にもそれぞれ「 岳のは」の記事が見えるが、今まで記した事と大同小異であるので、ここに改

めて記載することを省略する。

尚長野県百科事典にも、この岳のはの記事が、「別所温泉雨ごい行事としての民間伝承」とし

て、同様に記されて係るが、ここには後に述べる三頭獅子』訪耐ち記事も附加されている。

さて、この男神山の山頂に、降雨の奉賽としてお宮を建てることになつたのであるが、これに

ついて次記のような伝説が別所側にも夫神側にも伝えられている。即ちそのお宮の向きを別所村

と夫神村のいずれの方向に向けるかで意見の一致が容易に見られなかつた。結局牛と馬を山頂ま

で競争させて、優った方へ向けようと協議が成立した。そこで最初に牛馬のいずれを選ぶかの抽

鎮を行なったところ、夫神村は馬、別1所村は牛と定った。蜂火を合図に双方を出発させたところ、

牛は休みなく登つていつたので頂上に着 くのが早かつたが、馬は中腹の湧水口にとどまつて山頂
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をきわめることができなかった。

約束に従って、山頂の宮は別1所村に向けて造営され、職 も山頂の神にBll所村側でささげている

が、夫神村では中腹の湧水場に宮を建てて、職 もそこにささげている。

これはこの山にまつわる伝説であるが、山の信仰は湧水を求める場合が多いので、それ以上登

ろうとしないのが普通である。 (夫神村側の記事は別記)

別所村側では山頂まで行ってもよい湧水はないので山頂に祈雨の神を祀ったものであろう。

次に「岳の峨」の最後の収め所として、現在は別所神社を充当してぃるので、このことについ

て、少し触れてみることにしよう。

長野県町村誌 (明 治 14年 5月 )に よれば、別所神社 (村社)

社地東西 37間、南北 35間

面積 4反 3畝 5歩

祭神、伊弊諾尊

伊井冊尊

速玉之男命

泉津事解男命

相殿 素露鳴尊

里伝、建久年間1、 紀伊国熊野より遷し創建と云ふ。永享年中、本殿を再建し、神殿等造営すと

確証なし。明治 H年熊野神社の称号を廃し、更に官に乞うて別所神社と改称す。社地中老松 1

株、周囲 1丈 2尺 3寸、長さ8間半、祭日、4月 16日。 9月 28日 、素壺鳴尊、祭日7月 12日 よ

よ 14日 まで。

境内雑社  (省略)

建久年間 (H90～1198)と 言えば、鎌倉初期であり、それから240余年を経て永享年中に本殿

を再建し、神楽殿を造営したというが確証ないと書いているので、伝言の程度と解すべきであろ

う
・
。

なお、このことについては、昭和 30年 10月 、「別所村史略年表稿」としての別所村誌資料編

纂委員会の記事によれば、「熊野神社 (別 1所 神社)本殿は昔から現在の位置にあったものではな

く、江戸時代の天和 2年 (1682)に 「下」の位置にあった同社を現在の位置に上げて社殿を造

営して祀ったという記録が見えるので (西島義雅氏所蔵「万覚帳」)社殿は移動していると思わ

れる。     ~
その「下の位置」とは、水帳に「みやのまえ」

ので、その辺りであろうことは想像に難くない

享保 20年の「宗源宣旨」にょれば、

信州小県郡別1所 村

″みやのわき″ ″みやのうえ″等の地名がある

とあるが、果してその通 りであろうか !.

正一位熊野三社大権現

と書かれており、時の願主山極政之奉納の銅鏡にも「信州別所邑、正一位熊野宮広前」と刻み

込まれていて、裏面には「享保二十年六月吉日」と書かれている。

以前鳥居に掲げられていた神社の額には、「正一位熊野三社大権現」と書かれていたのである

が、これは常楽寺に預けられて、現在は鳥居の額に「本朝縁結大神」と記されている所をみると

このお宮も時勢の影響を受け、主たる効能は「縁結び」となったもののことくである。

さて別1所神社に保存される最近の記録を掲げてその全貌 を見ることにしよう。
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別所神社

一、鎮座地 冒‖所内大門 238番

一、境内面積 1923坪  (昭和 31年国ょり無償交附)

一、建物 本殿  3坪
拝殿  8坪
神楽殿 45坪、間口 9間、奥行 5間

一、祭神

伊井諾、伊弊冊尊

速玉男命

泉事解男命

相殿素蓋鳴尊

一、由来 建久年間、熊野大権現を勧請し、創建す。熊野権現、又は本朝縁結神社と号す。

明治 11年、別所神社と改称す。

永享年中、本殿を再建し神楽殿を造営す。

明治 42年諏訪社、三島、山の神社、住吉神社、八幡社、日月社 ,

一、祭日、 1月 12日 新年祭、 4月 15日 祈年祭、 5月 3日 三島祭、

(岳のは祭)九頭龍社祭、 9月 28日 例祭、 11月 28日 神嘗祭、、

愛宕社、温泉社を合祀す。

7月 14日 祇園祭、

“

■5日

12月
"自

大被祭、

=、 宝物 宝剣 一振

一、山林 1反 7畝 17歩

三嶋神社旧境内地全部

氏子 別所地域現住の人、及び氏子にして他出中の人。

運営 神社総代 3人

祭典委員 12人

昭和 37年 7月 a日記録

と記されているので神社の概要はこれによって知ることができたと思われる。

3。 「獅子舞及びささら踊り」の行事と別所神社の関係

先にも記したように、「岳のは」の行事は、永正年間に、九頭龍神の加護に∫ちて、与水があって

以来、その奉賽として、三丈余の長峨を毎年献納して、今日に及んでいるのであるが、これにまっわ

る獅子舞と、さゝら踊りは何時頃からこの行事に附加されて、最後は別所神社に収められるようにな

つたのであろうか。これについて倉沢美徳氏 は「別所温泉の記録」中「岳のはりと祇園祭」の項で下

記の様に説明されている。

「今日では、岳のはり、さゝら踊り、獅子舞との三者を一括して ″岳のは りの祭礼″といわれるよ

うになってい́る。しかし、ささら踊りと三頭獅子とは祇園祭の出し物であって、岳の帷 りとは副1個の

祭りである。むかしは別々に行なわれていた。

大正 10年、小学校舎が増築された際、その祝典にこのさゝら踊 りと三頭獅子が奉納された。 その

後、一両回出演したことがあったが、獅子面が大分破損したので、昭和 9年になつて資金を募集し、

三頭の獅子面を新調した、その際、岳のはと祇園祭の期日が接近しているので、この二祭を合せて同

月日に施行したのがはじまりで、雨来今日に至るまで毎年同時に行なうのが慣例になってしまった。

再式にいえば二つに分けて考えなくてはならない」と書かれているので同時に行なわれるようになつ

一
　

一
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努力奉仕を賜らんことを謹んで乞ふ次第なり。

昭和九年四月

た理由も解る訳である。尚この記事の中に獅子面が破損しているので昭和 9年に之を新調したと書か

れている。獅子面が破損するほどそれ以前に舞い続けたことを想像せずにはいられない。日‖所には院

内に立派な「市神」のお旅所が設けられてあり、三頭獅子舞が以前から行なわれていたことが想像に

難くない。 (別所の外に、前山、保野等いずれも三頭獅子舞の行なわれた所であるが、共に ″市神″

を今に伝えている。)

大正 9年に時の氏子総代斉藤房雄氏が寄附募集の趣意書に下記のように記載している。

古式の三頭獅子復興寄附趣意書

言己

参百五十有余年の往時、上田築城に際し、我が別所の邑より出仕せりと伝えられる郷土芸術の粋

なる三頭獅子は其後明治初年に舞たるを古老の記憶に止め、その衰亡を惜しまれし,が去る大正十一年

の頃、村内有力者により、復興を見たり、然るにその後是に舞はざる十有余年、又滅亡の道を辿 らん

とす、痛惜の限 りなり。是に於て再び復興せんとす。村内本方の氏子諸彦、其の郷封社宝の為に一大

氏 子 総 代

村     長

かくして昭和 9年に獅子面が新調、復興されたのである。

最後に昭和 33年 7月 15日 、県文化財専門委員中村浩氏が「岳の職」調査のために来町された当時

の模様についてお伝えすることにしよう。

「岳のは」の行事は7月 15日 に行なわれるので、中村浩氏はその前夜来町されて柏屋別1荘 に一 泊

された、当夜は別1荘の主人斉藤房雄氏 (当 時の氏子総代)か ら細々と「岳のは」行事について話を聞

かれ、翌 15日 には午前 4時起床、 5時には出発された、もうその頃山登 りの人達は三々五々、峨 を

巻いて持参しつ 登ゝ山する姿が見られた。それらの人々は足早に登って行ったが観光課の職員と中村

氏―行は 2時間余を費して登山した。頂上は相当に拡かった。塩田平を越えて鳥帽子岳、菅平に続 く

高原が一堂の中に収め得る1.250メ ートルの頂上は、すばらしい眺めであつた。ここには「九頭龍社」

の桐があって先ずその神に参拝した 7時を過ぎた頃祭典係の指示に従って参拝の儀式が行なわれ、布

峨は二本だけ立てられた。終って神酒が開かれたがこれから山を下り、行夕Uも あるというのでこの神

酒開きは 2、 30分 で閉じた。

一同は祭典係の指示に従って下山したが ″は″は巻いた儘で持って下るものが多かった。然し勢揃

いする塩水地籍に到着する頃は竹にはを巻きつけて、高く掲げて、その場に到着して待ち合わせるの

であった。塩水には神主及び氏子総代、祭典係等、登山しなかつた一同が待っていて、「岳のは」の

捧持者 もこゝで交代した。これからが行列である。然し獅子舞とさゝら踊りの一行は日蔭部落の公民

館で待機していて、 ″
岳の職″の行列が其処に到着すると、先ず最初の獅子舞が行われも続いてさゝら

踊りが被露される。其処から行列は隊伍を組んで、院内の拡場に着き、其処でも獅子舞 とささら踊 りが

行なわれ、大湯 。分去と舞と踊りを被露して、最後に別所神社の広庭で大勢の観客を前にして獅子舞、

及びささら踊を神前に捧げて、早朝以来の ″岳のは〃の諸行事はここに全く終 りとなるのであつた。

県文化財専門委員中村浩氏の来町と、当日の祭りの模様は以上の通 りであったが、その後十数年の

歳月を経て、この ″
岳のは″は年毎に世に知られるようになり、今では観光的に別所温泉の一大行事

になつていることは、改めてここに申し上げるまでもないことであろう。

木稿を了ずるにあたり、地元において常に御協力を賜った、主任氏子総代塩沢寿輔氏を始め ″別所

温泉の記録″著者倉沢美徳氏 .及 び倉沢武雄・竹内猛夫 。荒井三千人 .滝沢真三 o滝沢義雄の諸氏、
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並びに獅子舞担当の大勢の皆 さんに厚 く感謝の意を表する次第である。

参考文献 宝永の差出帳

長野県町村誌

神社明細帳

別所温泉の記録

長野県百科事典

別所村史略年表稿

別所神社記録

別所神社棟札

勝 )

まつりは、たとえそれがいかなる形態であつても
‐
、民間に継続して行なわれてきたものである限り、人々

の純枠で素朴な信仰によって支えられてきたものであつた。 ところが、日に日に社会が激動する現今に｀
あっ

ては、まつりの本来的な意味 も失われ、変質して、残っているのは形骸にすぎないという場合 も多い。

岳のはについては、塩田平が信州の鎌倉と言われ、観光客の訪れが繁くなるに従い、戦の数よリカメラマ

ンの数の方が多いと嘆かれ、観光宣伝以外の何 ものもないなどと悪口さえ聞かれる昨今である。しかし、そ

れでもまつりが行なわれている以上、なんらかの形で村人はまつりに参加しているのであり、まつりを存続

させている社会的基盤があるはずである。

1 岳 の職 と村 人

里伝によると、岳のはの起源は、永正元 (1504)年 ということであり、諸種の書物 も、これを採用してい

る場合が多い。以来 470年 の長きにわたり、江戸時代の度重なる大凶作の年 も、昭和初年頃の大恐慌の時も、

太平洋戦争中も、はの数こそ少なくなれ、一度として休むことなく現在まで脈々と続けられているのだとい

う。信憑性の高い史料が皆無に等しいので、その間の様子については殆んど知る術 もない。天保14(1843)

年の「善光寺道名所図会』は、当時の岳の峨の状態をわずかに窺い知 り得る唯一のものである。

これには、「例祭 6月 15日 、往古より当日未明に神主子に郷中登山、三丈余の長は郷中家数に従ひ立並べ、

神酒を供え、御領主武運長久、郷中安全五穀豊饒を祈 り神酒を開き、夫より下山し、女神岳の麓なる大湯の

地に立並べ女神の尊神へ供へ又神酒を開くを式とす」とある。この著者が、果して岳のはそのものを実現し

て記述したものかどうかについては、いささか疑間もないではない。しかしほかに拠るべきものがないので、
ヽ
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一応この記述についてみてみよう。

これによると、現在の岳の峨と比べぃくっかの点で異なっているところがみられる。村人の参加と
いうことに限ってみると、当時は、別所全村どの部落の家もみな峨を出したらしいことがわかる。現

在の、各部落 1年交替の輪番制になった具体的な年代は不明であるが、少なくとも天保14年以前は、

名実ともに村人総参加のまつりで、男神岳頂上の九頭龍神の社にも、全ての部落の人が詣ったのであ

ろう。登 りも下りも、更に村内を進み納めるまで 1人によつて捧げ持たれると、その疲労の甚だしい

ことは想像に難 くないが、途中数回の手替りがあったのか否か、また、職を持てない女子供の参加は

どうであつたのかなどについては、全 く不明である。

a 神 社総 代

本来岳の峨は、九頭龍神社の氏子が行なうものであったが、何時の頃からか別所神社の氏子が行な

い、別所神社の神社総代がその中心的働きをするようになった。これは、はじめ、別所全村が九頭龍
神社の氏子であり、別1所 神社の氏子は全村にわたっていなかったが、明治H年熊野神社の称号を廃し、

別所神社となり村社となることにより、別所全村が別所神社の氏子になり、村社の別所神社の神社総

代が、雑社の九頭龍神社の神社総代を兼ねるようになったのであろうか。 ともあれ、この神社総代が

氏子の中心となり、岳の職の祭礼執行に当たってきたが、この神社総代は、 もと、上手、院内、大湯
の輪番ではを出す各部落から1名 ずつ出てぉり、選挙や特別の推薦によるものではなく、一度引き受

けたら特別|の事情でもない限り終身務めるというもので、当送 り等はされない。昭和49年か らは、大

湯部落から分去が独立し、従って神社総代も現在は4名 が務めている。

b 祭 典委 員

神社総代の下には、祭礼に当たって諸準備や当日の実際の推進力となる祭典委員がおり、上手の岳

の尾、日影、日向、院内の新道、町、西町、湯端、大門、七苦里、大湯の湯川、東大湯、西大湯、分

去の東分去、西分去の各小部落より 1名 ずつ計14名 が、 2年任期で務めている。ただし、重任を妨げ

ないので、約半数が数年～十数年間にわたって任についている。また祭典委員の約半数が比較的若い

人で、祭礼執行の原動力になっている。

氏  子

神社総代、祭典委員以外の氏子は、輪番の部落の氏子と、そのほかの部落の氏子で、参加のしかた

が少しずつ異っている。まず、輪番の部落の氏子は、当然ながらはを出さなければならない。そして

当日は、未明より、反物を巻き、竹竿をかつぎ山に登り、神前で神事を行ない、下山の途中で置いて

きた竹竿と反物を幡に仕立て、それを捧げ持ち、塩水地籍まで下り、迎えに出ている他部落の氏子に

「手替り」 といっては りを替って持ってもらい、朝食ゃ着替えのためそのまま家に帰る。次に輪番以

外の部落の氏子は、輸番の氏子より遅れて塩水地籍まで出掛け、峨を受け取り村内を進行して、別所

神社ではを納めるまで捧げ持つ。その後、輸番の氏子 もそのほかの氏子 も揃って別所神社で簡単な直

会を行ない、まつりが終了する。輪番制が確立以前の村人総参加の名残りが、「手替り」という行為

により、職を全員が持つよう考慮されているところにみ られる。

d 子供 。青年 団員

岳の職の祭ネしは、峨の奉納のほかに、ささら踊りと獅子舞の三者が一括され岳の職と呼びならわさ
れてぃるが、後二者は祇園祭の出しもので、本来岳のはとは別のものである。しかし、ささら踊りと
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獅子舞は、はの行列とともに、今では岳のはに欠くことの出来ない大事な要素になっている。ささら

踊りは、踊のほかに歌があるが、これは小学校高学年の女子約40名 が演じ、獅子舞は、獅子、笛、太

鼓を青年団員が中心になりつとめている。このほかに、小学校高学年男子約80名 が、前日の祇園祭の

子供神輿をかつぎ、青年団女子が、ささら踊 りに補助的に出たりする。

助  職

また、峨は輪番の氏子が、かつては 3年 に一度、現在は 4年に 1度奉納するが、奉納することを原

則的に義務づけられていても、諸般の事情で必ずしも全氏子が出せるものでもない。輪番に当たった

部落の戸数の多少にもよるが、氏子が上げる職 も、最近は次第に本数が減ってきて、例年 40～ 50本

位のところを前後している。そこで、まつりを出来る限り盛大にしようということから、昭和40年度

か ら、旅館組合が中心となって観光協会から、「助職」 とでも称すべき応援のはが毎年 15-20本 程

上げられる。 この辺にも、まつりの退潮と、観光イヒヘ変質したところがみられる。

F 保存 会

一般のまつりの傾向と同じように、岳のは も退潮しつつあり、それに伴って、昭和解年 7月 に保存

会が結成された。その組織は次の通 りである。

会長 (1名 )一―副会長 (5名 )一理事 (10名)一代 議員 (51名 )

○会長 (1名)  別所区長

○副会長 (5名 ) 氏子代表(1)

各部落会長(4)

○理事 (10名 ) 観光協会長(1)

神社総億 1)

祭典委員 1)

伝承者 (学識経験者)(1)

財産区議長(1)

農家代表(1)

伝承者 1)

小学校風 1)

○代議員 (51名)祭 典委員0
自治会各部落会長0

観光協会正副会長(2)

学識経験者(4)

農家代表(3)

伝承者10

公民館(2)

婦人代表 2)

※代議員より選出され理事となつている者が数名あるので、実人員はここに上がっているより少な

い 。

さまざまな立場の人々を網羅しての保存会を結成することにより、岳のはを旧来のような盛大なも

のにしたいという意図がみられるが、若年層の他出等多くの問題があるようである。
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岳の職 と費用

岳のはの費用については、「あまりかか らない」という説と、「非常にかかる」 という、正反対の

二説がある。これは、価値規準によって判断が違ってくるので、ここでとり上げる問題にはならない。

ここでは、まつりに際しての氏子の負担 と、まつりそのものに入用の祭典費についてみたい。

a 氏 子 の負担

前述のように、村中が挙って峨を上げていた時代は、毎年二反の織布を新調することは、一般農民

にとって、非常に困難なことで、今日では想像 も出来ないような苦心をしたことと思われる。何時の

頃からか輪番制が実施されるようになった背景には、氏子の負担軽減という、主 として経済上の原因

があったのであろう。

輸番制になってからの氏子の負担は、 3年 に 1度、二反の織布を用意することがその主なものなの

で、そのほかの 2年 は峨を上げずに、「手替り」に出るだけなので、随分軽減された。

輪番に当たった氏子は、反物二反及びそれを繋ぐ7尺ばかりの布、竹竿を用意し、人に頼んで峨を

捧げ持ってもらう場合は、そのほかに、酒、握 り飯、日当などを氏子各人が負担した。日当は、かつ

ては現金を渡しては失礼であるということで、それに代わる品物を差し上げた。はにする反物は、娘

や嫁に与えられるように心用意を春からして、必ず母親が機で織り上げたので、女衆は忙しかったと

のことである。生地は木綿縞が多かった。その後、各自で織らなくなってか らは、「真岡でも買って

やるか」 と、実用的で丈夫な真岡木綿を職に使用したが、近頃は、インスタントな浴衣地を買いはに

している。また竹竿 も昨今はすべて購入しており、保管しておき次の輪番の時にも使用しようという

氏子も増えてきた。

b 祭 典 費

まつりそのものに入用な祭典費は、別1所神社の神社総代が中心になってまつりを執行してきたとは

いうものの、別所神社の祭典費の他の費用とは全く別の、独立採算制をとってきたらしく、別1所神社

の会計に関する史料のうちからは、岳の職の祭典費についての記録が見つからなかった。 どのような

費目に、どの位の支出がなされているか、全く不明でみる。

戦後は区費を区民より徴収し、そのうちから神社費用を捻出してきたが、この神社費用の一部を岳

のは祭典費に割いて当ててきている。氏子各戸からの寄付は、一切行なわずに賄ってきた。

最近の祭典費の主な支出は、当日の氏子全員参加による直会の費用、約二十夜にわたる練習費用、

当日のささら踊りの子供達のために入用の費用、前日の岳のは前夜祭的な祇園祭子供神輿の費用など

があげられ、そのほか、会議費、御幣紙代、神酒代、神官謝礼費用などがある。

保存会が結成されてから4年 目を迎える昭和50年度より、従来のように神社費用のうちの一部を割

いて当てるという形ではなく、区費から保存会へ保存会費という名目で直接祭典費が支出され、別所

神社費用か らは全く独立することになった。

また、氏子各戸よりの寄付を募 らないことは前述の通 りであるが、観光協会よりの寄付があって、

これが相当多額のようである。

(塩 入 秀 敏 )

―

"―



Ⅳ 芸 能 的 考 察

― 、三 頭 獅 子 と さ さ ら

a 三頭獅子の性格

上田周辺の三頭獅子をみると祇園祭に踊られる場合が多い。これは代神楽が秋まつり、春まつりに

舞われるのと明らかに一線を画しているが、代神楽の獅子が春祈祷に流用されるように一―逆に春祈

祷の獅子に茶番的芸能が加わって代神楽になった場合も考えられる一一三頭獅子が秋まつりにも踊ら

れた常田のような例がないわけではない。

春祈祷の獅子が単純に悪魔払いの霊獣であるのに対し、代神楽の獅子が二女的要素、時には退治ら

れる精霊としての役割を持つように三頭獅子についても祇園祭の練 りの一部という他に種々の役割を

持っている。むしろそこにこの地方の三頭の本来の姿があって、祇園祭への参加はその宗教的結合、

諏訪信仰と薬師信仰、祇園信仰との複雑な結びつきによるものかもしれないし、ただ単に風Ⅲという

芸能形態を媒体にしたにすぎないかもしれない。            ・

祇園祭のほかに三頭獅子1こ は地固めに踊られたという伝承が多く、ことに上田城築城に結びついた

例が多いが、保野のように溜池の築造の例 もある。この場合、獅子の役割は土地の精霊の屈服か反閉

にみるような魂ふりの芸能であろう。

ほかに雨乞いに踊られたこともあるといった前山の例があり、獅子歌または膨歌の中に「わが国で

雨がふるげで雲が立つ (房山 )」 といった雨乞いを思わせる歌詞を持つものがある。

そのほか、地固めの伝承と関連した新築祝いに踊られたという伝え (常田・ 房山 0本原 )も あるが

これ らが単独で獅子の性格を規定している例はない。つまりこの地方の三頭獅子は祇園祭という定期

性と特殊な行事に踊られるという不定期性を常にあわせ持っているのである。

別所の三頭獅子もまた祇園祭の獅子である。祇園の型式は保野ほど厳密には伝えられていないが、

7月 初めには安楽寺前のお旅所に天王おろしが行われ、7月 14日 には神輿がすえられ、 15日 には別

所神社へ返すのである。

「歴史」の項でふれるように、祇園祭と岳の職が合し年のは昭和初めであり、獅子の復活は大正末

の小学校の改築の折だった。この復活の動機に、他の獅子にみるような土木建築工事に際しての信仰

があったかどうかは、別所の場合他の例がないのではっきりしない。獅子と職との結合については青

木村夫神の例があり、また常田、房山、室賀で獅子の行列に加わる「笹山車」「たなばた」などとよ

ばれる青竹へ五色の短冊をつけたものは、岳の職と同系統のものといえる。

祇園、雨乞い、七夕の信仰は水を仲介として容易に結合しうるものであるが、仮に他の獅子のそれ

を後世の結合とした場合、別所においては温泉地として発展する大正以前は、天狗がでないことなど

とともに相当の純粋性を持っていたといえよう。

神 主

大ぬさ  氏子総代

獅 子  三頭 (男獅子二頭・ 女獅子一頭 )

笛   人数特にきまりなし

成構
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太 鼓  締二丁 。打手二人

警 固  人数特にきまりなし  現在 5人

うちわ  特に持ち役なし

鬱   人数特にきまりなし  30人程度

唄       〃      lo人 程度

獅子三頭の構成は三頭獅子の類型であるがこの地方の獅子、特に風流系のものに多く付属するうち

わを持つ役がいないことが注目される。

通常大うちわを持つ役は天狗であり、猿田彦、天狗などと呼ばれるが、常田の「祢宜」赤坂の「神

主」のように神職を表す場合もある。なお、赤坂は矢沢とともに大神楽に大 うちわの芸能が付属した

・IMな例である。

この大うちわを持つ役の獅子との関係については「マイコミ」という正式の演出をとる場合、獅子

と祢宜とが入れちがう常田を最も密接なものとし、獅子と踊る時はうちわを持たず幣だけにする保野、

道行きだけ踊る前山等いくつかの段階をへて、まったくその役の出ない別所へと続くわけである。

しかし別所の場合においても、通常天狗の持ち物である大うちわ、大幣はでているのであり、大う

ちわは獅子に風を送るためというのは前山と同じく、神職が各部落の入口で大ぬさをとって被いを行

なうのは、保野の天狗が獅子を被う振 りに終始するのとの共通性を見ることができる。

本来大ぬさは部落の総代がその部落の入口で受けとったものというが、常田 。房山においては今も

獅子の通過する区の代表が区の人口へ出迎え、区内通行の先頭に立つという形が守られている。

つまり別所の獅子においては、幣とうちわを持つ役が風流への発展を見なかっただけでその実質に

おいては周辺の三頭FJl子 と何ら変るところがないといえよう。しかも、大うちわに対する地元の考え

方、天狗の装束とおぼしい物がいっさい残っていないことから見ても、昔あったものが簡略化され消

滅したというま り、隣接する野倉とともにもともと採り入れられなかったとみるのが妥当と思われる。

うちわを持つ芸能の本来の形が残っていないので、その採り入れられた経過はもちろん明らかにはで

きないが、おそらくその持っていた治道的性格のために獅子の中へ採り入れられたのだろうし、別所、

野倉には地域的特質その他、その必要を認めない事情があったのだろう。

笛の人数は使宜上多少の増減があるようで本当は3人 だったという程度の伝承にとどまっている。

常田・ 房山が警固の人数にいたるまで三の倍数で構成されているのに比べると芸能を守る地域社会の

小ささ、排他性といったものが、かえって芸能の形を変えてしまう例といえよう。

男獅子

頭  桐寄木 角釘 l「_ 胡粉地 上塗緑 眉黒 隅朱 口朱 口開 く 舌朱 歯金 眼金

眼球動く仕掛あり 瞳黒 耳裏朱 後に黒染麻 紫 。自三枚重ねの幣をつける

上部IF雉 。山鳥の尾羽 つけぎわに五色の紙こまかく切ってつける ほろ青

前面蚊帳地を張った窓をぬく 獅子毛自で描く 頭の横に小幣 紙自 白元結でし

ばる 座は竹あみ あたりの部分を自の木綿でまく

達付 紺 。自立縞

足袋 白に青の水玉散し

わらじ

手甲 達付と共ぎれ 甲の部分なし

着付 なし

東装
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太鼓 胴長の小形のものを腰につける

携  二本 柄に細く切った紙をさげる

女獅子

頭  形 男獅子に同じ 上塗朱 眉黒 隅なし

動 く仕掛あり 瞳黒 麻 0羽男獅子に同じ

口朱 口開く 舌朱 歯金 眼金

幣赤・ 自三枚重ね ほろ錆朱

足袋 自地に赤水玉散らし 他は男獅子に同じ

この地方の頭は大別して常田・保野のような扁平丸型、下之郷・ 前山のような角長型のふたつにな

る。前者は保野で虎型といっているが代神楽の頭にいく分近い もの、後者は東北の鹿踊りなどに似た

ものである。別所は後者に属し野倉とともに竜頭といわれているものであるが、常田、前山、下之郷

等にある角が竜頭に不可欠と思われるにもかかわらずついていないのは不可解である。

大きな特徴として眼が動くのが注目される。破損修復により現在ほとんど演出上の効果は期待でき

ないが、その技法は舞楽面納曽利、採桑老と同じであり、どういう経過でとりいれられたか興味ある

点である。なお周辺の獅子に類例はない。

緑ないし青に塗られた獅子頭は下之郷の青大将とよばれるもの、青木村夫神の草餅とよばれるもの

等例が多い。ただ彩色のみによって雌雄を区別している例は以外に少なく、その他何らかの形で区別

する場合が多い。角の形によるもの (常田 )、 宝珠の有無によるもの (房山 )、 角の数によるもの

(前山 )、 日の開閉によるもの (前山 )等である。彩色による区別はもっとも安易であるだけに問題

なしとしない。

一体、風流系の獅子においては、頭は意外に重きがおかれないのであって、伝統と格式を重んずる

常田・ 房山の両獅子にあってさえ明治神宮演舞の折の塗りかえに際して相当の彩色の変更があったよ

うである。

前山の頭には金銀の紙が張 られているが、群馬県那須の獅子のように踊 りの行われることに紙を張

りかえるといったこともあったろうし、色の塗 りかえ、むしろその都度頭を新たに作るというような

ことが本来ではなかったか。さん俵 (こ の地方でタフランバセという )を 頭へのせて踊ったのが音の

形という常田の伝承は、よくその面影を伝えているといえよう。

獅子の精霊的性格からみて祇園祭等に結びついた場合、祭 りの終了に際して川に流すというような

ことも行われたかもしれないし、常田で踊り終了後は箱におさめてめばりをするというのも、保存と

いう以上にこうした信仰を伝えているのかもしれない。                1

なお、大正の復活に際して頭を新しく造ったという伝えが地元にある。しかし、その以前の頭が残

っていないこと、角釘の使用、胡粉を地塗 りにしていること、裏面の彫りの荒さ等近代の作とは考え

がたい。おそらく、ほろ等のつけ替えにとどまったのではなかろうか。

着付はなく、上半身はシャツだけである。頭からたれるほろが大きいため、それで充分、上半身は

隠れるのである。これは、常田、房山等が前へだけ布をたらすのと違い、周辺全部にたらすことにな

り、代神楽のほろと似た形になる。獅子毛の模様はおそらく近年の移入であろう。温泉場としての性

格がこうした中央文化の移入をすすめたことは否めない。

わらしには特殊性はないが、足袋の水玉模様は何によるものか。常田の黒足袋、八つ乳のあるわら

じなどは山嶽宗教の影響が考えられるが、水玉模様の足袋には武者足袋の転くらいの類似しか考えら

れない。

笛・太鼓 (打 ち手 )

笠  一文字笠 (警固に同じ )

神  錆朱 自子持段 紋なし
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着付 かめのぞきに錆朱獅子毛散らし

すべて新しいもので特記すべきものはない。ただ古い道具の中から見つかった万頭笠は以前笛吹が

かぶったものという。とすれば、常田とならんで非常に珍らしい形を残していたことになる。笛吹が

顔を隠す例は、小浜の雲浜獅子舞にあるが、笛が神降しの楽器とされていたころの形を残すものとい

える。

太鼓は二丁の締太鼓をひとつの枠に固定させ、両側から持つもので、持ち手は男の子の役であるが

特に服装にきまりはない。

警 固

一文字笠

麻

着付 囃子方に同じ

竹杖 元を自紙で巻く

一文字笠は通常いわれる編笠の上部が一文字になったものでなく、扁平の菅笠である。この周辺の

練りにおける警固に共通の笠で、大名行列の影響でもあろうか。

総代 。役員

紋付羽織袴

彫 。唄

花笠 竹の枠に牡丹の造花をつける

着付 ゆかた

黄手甲 脚絆

たすき 浅葱

すり膨 柄に紙の房をつける

背に色紙を長く切った幣をさげる

鬱はごく普通のすり膨である。手甲脚絆は近年新調したが、それ以前も黄色だったという。着付は

常のゆかただが、ごく裾短かに着、化粧は、鼻の頭を自くぬることになっているという。

古い写真では花笠がなく、保野と同じく鉢巻である。

うちわ

持ち手の服装等特にきまりはない

この周辺で獅子に付属するうちわは保野、前山などの正円、矢沢、赤坂のような楕円、常田、室賀

のような将棋の駒型があるが、別所のものは扇の半開型で、市街地の神興 (明治以後のものである )

につくものに近い。図柄は前山のように日月という例外 もあるが鶴亀が多
.く

、別所に限 り三頭獅子と

字が書かれている。

獅子が暑いので作ったというように、近年加わったものかもしれない。

d 獅 子 お ど り

道行き

ふり込み

まい込み

まいの部

かじり

岡崎
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ほねなし

以上の七つの振 りからなる。この内「ほねなし」は現在別所神社の境内でのみ行われる。

本来常に大神岳にむかって踊 られるものであったというが、今は観光地としての事情 もあって必ず

しも守られていない。ただ別所神社の境内では社殿に向かって踊られるのであり、これは現在もかわ

っていない。

社殿から見て下手前から獅子は踊りの場へ入る。囃子方は下手奥になる。

雄獅子、雌獅子、雄獅子の順に両手の溌をあげ、足を斜め前にす りあげ、溌を太鼓にあてる。

これを、左右くりかえしながら三頭で輪を作るのが「道行き」である。次の振込みとともに足を斜

め前にすりあげるのが運歩の基本形となる。足をあげた時足の裏を見るようにという口伝は足を割る

ことを意味すると思われ三頭獅子に多い伝えである。なお斜め前に足をあ !ザ る形は以前は日舞に多く

使われた一一現在は用いられていない一―振 りである。変化舞踊の「越後獅子」にも類似の振りがあ

るから風流系獅子のひとつのパターンであろう。

「振込み」は手を横に開いたまま、片足をあげ、残った足でひとつとぶのが振込みである。獅子は

三頭が正三角形の頂点に位置することになる。前山でいう鍋の足である。

なお進行は常に左まわりである。

「まい込み」に入ると足を折 り腰をひくくおとして鱒の形になる。この形から「田植獅子」とよば

れるというが、これは農作業の芸能化というより、その肉体的苦痛を田植のそれに結びつけたものと

いえそうである。むしろ力者の芸能から荒事へ移行する「はこ」との関係が考えられよう。

運歩は足をやや前後にし、後の足を後へけり前の足でひとつはずみ、けった足をその少し前へ出す。

この時、手は体の前でふるが、常にナンパになるのである。

以下はこの運歩が基本になり、この振 りの間に他の振 りが入るのである。        _

「 まい込み」では右足を中へ入れこみ両手を左下へ流して右足を外へ もどす振 りであるが、類似の

振 りは常田獅子にみられる。ただ常田のような三段のせりあげ風の振りがないのでテンポは早い。む

しろ農作業的色彩はこの部分に見られる。

「まいの部」は陣の姿勢で体の前で手を振る振りの後東に立って太鼓に攪をあてる。

「かしり」は前半「まいこみ」と同じで、途中溌を三つ打ちあわせ、まわりながら女獅子は左へぬ

ける。男獅子二頭が向かいあい一方が片足を後にたたみ、片足を前へのばし腰をおとし携を前へつき

一方が上からにらみぉろす形をとる。「かしり」はかじりあう形からの名称であろう。同じ形が獅子

をかえて三度繰りかえされる。前山の伝えでは、どちらも負けっばなしにならぬようにするためとい

う。因みに前山では女獅子もいっしょに踊る。別所は保野と形の上で似通っているが、より技巧的演

劇的であるのは、温泉場という土地柄もあろう。

かじりあった後、立って右足をあげ、左足で左まわりにまわるが、一跳躍がほとんどの中で特殊な

振 りである。間は笛にあわせるもので、常田 0房山のような鉦にあわせた特殊な間ではない。

溌を三つ打ちあわせ女獅子が加わって溌を打ちあわせながら神前に向かって横一列になり「岡崎」

になる。

代神楽、三頭ともにこの地方の獅子には「岡崎」とよばれる部分が加わる場合が多い。前山にも岡

崎獅子之曲として十一番の曲符が残されており、常田0房山のようにまったくみられないものはむし

ろ例外といえよう。この「岡崎」の名称は笛の手についてのものであるらしく、振りには特殊性、共

通性はみられない。

別所では鱒の姿勢で溌をつき地をふたつ打 ち (3回 目は三つ )体の前で手をふるという単純な もの

である。

― あ `



最後のほねなしは「岡崎」の地を打つ振 りに東に立って頭上で大きく手を横にふる振 りを組合せた

もので、体中の力をぬいて踊る形が骨がないようだというところからの名称であろう。保野の獅子、

当郷の壁ぬり踊り等、この地方の芸能に不具を思わせる振 りがあるのは注目される。

最後、神前に横にならんだままで終る。特に引込みの手はない。

e 彫 お ど り

獅子に続いて鬱踊りが行われる。

「御門の脇」の歌で輪になる。入 り方は獅子と同じで、彫を逆に持ち、柄を打ちあわせながら輪に

なる。

「まわれまわれまわれきて」でささらを持ちかえてすりはじめる。輪の内を向いてすり囃子言葉の

「エンヤ」で外向きになるが、この時は右足を左へあげ、膨を左へひいて半身になり、右足をそのま

ま右へまわして半まわりするのであるが、この時も動きはすべて「ナンパ」である。

「羽をやすめろ」でひざをつき、膨は頭の上でまわすようにしながらする。

「パッと立ちそろ」で立つ。このあたり、歌詞に「つく」振 りが目につく。

終ると再び膨を持ちかえ柄を打ちあわせながらさがる。

F鬱踊りの歌』

膨踊 りの歌を記した古い記録は見あたらなかった。現在は鎌原祐幸氏が保管している別所神社関係

の書類の中に歌を記したリコピーがあり、それをもとに毎年新たに書いて歌の子供達に配布している。

その都度筆者の私見が入るらしく、毎年若干の異同があるようである。ここ数年 もとにしているとい

う昭和44年の歌を載せることにした。 (  )は 近年影の指導をしている小福田正喜氏の談によるも

のである。

「岳之職 ささら踊りの歌」

ごもんのわきのごん桜こ金の花も咲いたとさお寺のナスもなったとさ一本で百八なったとさ

まわれまわれ来て (ま われまわれまわれ来て )

筆者注 脱文であろう

一、狛l子の子は化れておちると頭ふる 小供しゅうは
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もとのとのごのかごのかい鳥 かごのかい鳥

六、自サギが海のおもてに巣をかけて波に

ゆられてパッと立ちそろ パッと立ちそろ

七、あの町に馬のりけいこがござるそうな

夜の夜中もこまの足音 こまの足音

八、子供しゆうの掛けたるたすきに花が咲 く

花もちらさであそベボコたち あそベボコたち

九、あの山に雨が降りそで雲がたつ

えいちや (や )ボ コたち花の都へ 花の都ヘ

440706 別所神社

なお囃子言葉の中で「 ヒャウロレ」以下を戦前は歌わなかったという斉藤三雄氏の談を参考に記し

ておく。 (益 子 輝之 )

二、獅 子 舞 の 楽 に つ い て

ここでは三頭獅子の楽における、音楽的記録とその考察を報告する。

〔I〕 獅子舞 の楽について

(1)獅子舞の楽曲

別所岳の職の雨乞い行事と同時に行われる三頭獅子舞は、関東、東北、長野県では東信地区一帯に

広く行われている三頭獅子と同種のものである。一名「田草獅子」ともいわれ、雄獅子二頭と、雌獅

子一頭で舞われる。楽曲は次のようである。

道行……獅子の行列の移動の時や、獅子舞、ささら舞の前後に奏される。

獅子舞…①道行 ②振込み ③舞込み ④舞 ⑤かしり ⑥岡崎 ⑦骨なし ③道行

ささら舞…①道行 ②ささら ③道行                       ｀

O)音  階

笛は六穴六本調子の篠笛で、東京獅子田笛を使用している。(伝承された古い笛はない )

音律は譜―①に示す通り、 卜調陽旋第 1種で、小泉文夫氏の説ではテトラコード第Ⅲ種の上に第 I

種をConjunctさ せた音階である。記譜はこれをオクターヴと四度低い六穴一本調子 (壱越調 )に

移調して記譜してある。

ささらの唄は笛のメロディーとユニゾン (た だし、8 va低 く)で うたわれるので笛の音階と同一で

ある。(ォ ルガヌムは存在しない )

この音階は平均律 (ピ アノの調律の音階

ほとんどfaに 近い高さをもっている。

)か らみると、miが低く801がやや高く、上の方の miは

(譜 ―②―④ )こ れを譜―② ―Cい ように強調、又は変化させてみると、CD♭mi(レーフラット

の記号 )は二調陰旋であり、C濾〇
′のようにおきかえてみると、四度高い調 (下属調 )の 卜調陰旋

になり、C濾その中の第 1種 を示しているようでもある。しかし、この6澪まむしろ陽旋を指向して聞

こえる。このように、本来六穴笛は陽旋であるのに、陰旋の情緒 (お もむき)を 感じさせるのは

この辺にあるようである。別所の笛の旋律の中にもこの情緒がよく出ている。

(5)旋  律

ここに用いられている楽曲の旋律の全てをその原曲や起源まで明らかにすることはできないが、こ

の神楽がはじめられた当時広く流行していた音楽を採用してこの神楽の楽曲に編んでし、ったものであ
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ることは考えられる。従って、楽曲の多くは他の神楽の楽曲の中に同じ旋律を見出すことができる。

例えばその 1例を示すと下記の通 りである。

道行……青木村夫神の三頭獅子の道吹 (七穴 )

上田市下室賀の三頭獅子の道行 (七穴 )

丸子町西内高梨の三頭獅子の道行 (七穴 )

丸子町御岳堂中山の大神楽の一節 (七穴 )

望月町榊祭のねりの道行   (七 穴 )  ‐

岡崎……上自市前山の三頭獅子のおてんぐの岡崎 (六穴 )

ささら…青木村夫神の三頭獅子 (七穴 )

上田市下室賀の三頭獅子 (七穴 )

上田市保屋の三頭獅子  (七穴 )ヽ

旋律の動きは、日本音楽の旋律の動きの最も大きな特徴である音階進行が厳格なほどに守られてい

る。因みに一つのフレーズ(一節)の中で跳躍音程を含むものは、第5曲かじりの第13、 15小節だ

けである。 (譜―(D③参照) それも13、 15小節は同形で、譜―③に示した如く、跳躍しても2度

折れ曲り、その解決をしているとともに、その音で音階の欠けていた音をうめている。このようにメ

ロディーは流れの美しい、明快な曲である。 (フ レース間の跳躍はあるが、それは流れをそこなわな

い )

に)拍子・リズム                '`

拍子は 2/4拍子ないしは4/8拍子の、しかも拍節のはっきりした音楽 (八木節調 )で ある。総して

速いテンポの曲なので、ゆるやかに奏される前山の神楽のような神秘性は少な く、又、保屋の三頭獅

子の楽曲のような無拍節リズム (追分調 )も ないので、明快なのである。 特徴ある変拍子は次の 4

個所だけである。

“

)振込みの第18小節目   3/4拍 子(2/4拍子中 )

0 岡崎の第7小節目   21/2拍子(  〃  )
(, ささらの第35小節目   5/4拍 子(  〃  )
0 同  第38小節目   2/4拍子(4/4拍子中 )

“

)は次のフレーズヘの導入として 1拍付加されて生じ、い〉ま第 1核音が強調されて引き伸ばされ、

ク

'と

0は歌詞のリズムにより生じたものである。

笛の旋律のリズムは装飾音がたくさん入っているが、基本は規則リズム (強拍に長い音符が来る )

であり非常に安定している。

太鼓のリズムは最近まで小山広さん (65才 )が伝承者といわれ、それにそっていたが、笛や舞手か

らするとリズムが合わない (伝承が不完全である )と いうことから、現在は笛の伝承者である小福田

正喜さんの編曲によるリズムが用いられている。採譜はそのリズムに拠って行なった。

(51楽  器

楽器は、笛と太鼓 (締太鼓 )、 膨であるがその他、獅子の腹部につけている小太鼓がある。しかし

これは演奏のリズムに影響を与えるものではない。それらの楽器の外形、寸法等は図―①の通りであ

る。                     ・

笛は獅子田製、六穴六本調子 (赤 )を用いている。太鼓は飴色の革をはった締太鼓である。鬱は竹

の節 (ふ し )を利用 して、適宜な大 きさに作った ものであるが、おおよそ図の寸法の通 りである。

(図①参照 )
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(61演  奏

舞は、雄獅子二頭、雌獅子一頭が、腹部に小さな太鼓をつけて舞 う。

演奏者数は次の通りである。

笛………4人 (古い記事では 3人 )

太鼓・…¨2人

彫………舞の児童 (女児 )30名 ぐらい

唄の児童 (女児 ) 10名 ぐらい

(小学校の40506年 の女児で編成 )

笛の運指法は譜―⑤又は譜―Cの通 りである。この場合※印の0)0)の 指は閉している方が音は出し

易いが、笛の伝承者の小福田正喜さんは開いている。 (音高には関係ない )

笛の装飾法を大別すると譜―①のように整理出来る。これはあくまで小福田さんの装飾法であり、

青木や室賀の神楽の笛の装飾とは多少差異を認める。笛は立って吹奏する。

太鼓は 2本の竹竿をもってくくられた 2個の締太鼓を2人の童児が持ち、その両脇で太鼓手が、そ

れぞれ 2本の浮をもって太鼓を打つ。打法には楽譜末尾の注記 (P50)に示した通り。本打ちの他、

枠打ち、 2本の檸を揃えて同時に皮を打つ方法、浮 を打ち合わせるものがある。しかし、枠打ちは音

楽効果として打っているのではなく、あくまで本打ちの為のリズム調整であると考えてもよい。従っ

て採譜ょりとり除いてもよいのであるが、採譜可能なものは記入しておいた。本来ならば太鼓手は掛

声をかけて、舞手や笛手の呼吸をととのえ、志気を高揚させるのであるが、この獅子舞にはほとんど

入っていない。 (前山や青木、室賀の獅子にはたくさんはいっている )

前にも記した通 り、太鼓の伝承が不完全であった為、忘れ去られてしまったのだと思われる。事実

この神楽には振込みと舞込みに各 1ケ 所あるのみである6(譜―③ 譜―⑨参照 )

膨は、ささら唄のはじまるまで、及び、ささら唄の終った後等の体形整えの時は、膨を逆に持ち、

その柄を両手で打ち合わせる。唄がはじまると彫本来の演奏 (摺合わせ )を する。摺合わせの方向は

小福田さんにより記譜の通りに確立された。 (譜―O)
ささら及び三頭獅子の演じられる場所は、まず、山から下りて来た岳の職と合流する、岳の尾公民

館前の広場で舞われ、院内石湯前、大湯前、分去公民館前、そして最後に別所神社で奉納されて終る

ことになっている。

演じられる1贋 は、まずささら舞が奉納され、その後、三頭獅子が奉納される。

∞  個 々の楽 曲について

(1)道  行 (譜 ―⑦ )

獅子が移動する時や、ささら舞、三頭獅子の舞の前後に奉される。旋律は東信地方一帯で広く用い

られている 2拍子の拍子感の強い軽快な曲である。形式は次の二部形式である。

A{aに)}+B{bに )+b′ に)〕    (数 字は小節数を示す )

O)振 込 み (譜 ―③ )

獅子の舞いはじめの曲で、三頭揃って神前に立った姿勢で舞う。荘重な感じの曲である。

形式は公を含んだ二部形式である。

A{aに )〕 十B{b(12)〕 +A′ {a′ に)+14)〕

(5)舞 込 み (譜―⑨ )

獅子は姿勢を地面にす りつけんばかり低くして舞う曲で、田草獅子の名はこの辺の仕草からきてい

る。 Aの活溌さに対し、 Bに nle n o mossoの ゆるやかな曲を配した 2部形式の曲である。 3回反
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復される。

A{a14)+a′ 14)十 a′ 14)〕 十A′ {a14)+a′ 14)〕

14)舞    (譜 ―⑩ )

手と足のけりが入る大きな動作の舞の部分、曲は中間部に活溌なリズムを持った二部形式でできて

いる。

aC)+b14)十 c7)

6)か し り (譜 ―⑪ )

2頭の雄獅子が相争う、この三頭獅子の中では最も長大でしかも中心的な曲である。速度や旋律の

変化に富み、多様なおもむきの曲である。形は次のようにCを 中心主題としたロンド形式のように見

ることもできる。

AI卜 14):‖ +B(19)+Cの 1(13)+A′

“

)+Cの 2(10)

+D‖ :15):‖ +A′ 14)+Cの 3(10)+D15)+A′ 14)

+Cの 4(13)+A′

“

)+Cの 5及 びCoda(12)

かじりの最初は三頭で舞っているが、C-2の前の38小節で雌獅子は退 くので後は 2頭の雄獅子

で争うように舞われる。そして、C-5の 前の 94小節日で雌獅子が再び加わり、三頭でめでたくの

どかに舞うのである。

6)岡  崎 (譜 ―⑫ )                      ,
なぜ岡崎という名前の曲が入っているのかは未詳な段階である。舞は神殿を向いて三頭の獅子が揃

って並び、動きの少ない舞いを舞 う。上行進行をもつ特徴ある2小節の旋律 32)が 3回 にわた り反復

され二部形式をなしている。

A{a2)+a′ 2)〕 +A′ {8′ 0)+b2)}

(7)骨 な し (譜 ―⑬ )

骨なしとは、舞の仕草が骨なしのように舞うところから来ている。神殿を向いた三頭の獅子は、平

安の感謝を神に捧げているようである。曲は、岡崎のaC)の メロディーからはじまり、快速なメロディ

ーBを 後半に持つ二部形式である。そして終曲である。

A{a14)}十 B〔 B(16))

(81道  行

(1)と 同じ  一一―省略―一―

O)さ さ ら (譜 ―⑭ )

ささら舞は祇園祭の中のもので、各地の祇園祭で同名の舞や同じ旋律のささらが唄われている。普

通三頭獅子と同時に演じられるささらは、笛と唄が交互に出た り、唄がとざれとぎれにうたわれるこ

とが多いようであるが、 (青木夫神のささら、下室賀のささら等 )別所のささら唄は切れ目なく通し

てうたわれるし、テンポが軽快で、大変調子よく流れる美しい曲である。ささらは前後に道行が奏さ

れ、次のような形式になっている。

1.道 行 (12)

2。 ささら A{a14)+a14)+aに )+aれ)+be)}

十B II:{c(16)十 d15)卜‖

3.道 行 (12)

の二部形式で、ささら自体は二部形式である。 Bは詞が 1番か ら9番 まであるので 9回反復 され る。

詞の内容は、芸能担当の方にまかせ、 ここでは触れないが、この地方のささら唄の詞 と共通している

ものである。
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ささらの末尾のBの dに うたわれる掛声の “ざっくざく,,は 膨を摺る音を模したものであり、tヽ

うろれ―とれろ,,は、笛の口譜をそのまま歌詞としてうたってしまっているものである。

「岳の峨り」ささら踊りの歌   〔保存会〕

御Flの脇の権桜 黄金の花も咲いたとさ

お寺の茄子もなったとさ 一本で百八ならたとさ

廻れ 廻れ 廻れ来て

1。 獅子の児は生れて落ちると頭振る、

子供衆は揃って尻を振り候、尻を振 り候。

ざっくざく ざくざっく えんや

ざっくざく ひゃうろれ―とれろ

ひゃうろれ―とれろ
.

2.大天王の四本の柱は白金で、中は黄金で

光り輝 く、光り輝 く。

3.ササラ夫は良くも悪くもおほめやれ、

今年初めて習い出で候、習い出で候。  '
4。 つばくらが土をくわえてかねつけて、

前のお庭で羽を休めろ、羽を休めろ。

5.あ の山でけんけんほろりと鳴く鳥は、

もとの殿御の籠のnplい鳥、籠の飼い鳥。

6。 自鷺が海の面に巣をかけて、波にゆられて

ばっと立ち候、ばっと立ち候。

7.あ の町に馬乗り稽古が御座るそうな、
`

夜の夜中も駒の足音、駒の足音。
‐  8。 子供衆のかけたる欅に

‐
花が咲く、

花も散
~ら

さで遊べぼこたち、遊べぼこたち。

9。 あの山に雨が降 りそうで雲が立つ、

えいじゃやばこたち花の都へ、花の都へ。

〔注記〕 これが子ども唄となったので、歌い出しの詞の “お寺の茄子 もなったとさ,,は 後でつけ

加えられたものであると、元信州大学教授 町田等氏は「信濃の民謡」96頁で述べている。

〔Ⅲ〕 塩 田地 区の 他の神楽 との 比較

塩田地区に|ま 三頭獅子の他、大神楽や祇園囃など、たくさんの伝承されている芸能があるが、今回

は “岳の職に関係する
"と

いう観点から夫神岳を中心とした地域を考慮に入れ、次の三つの三頭獅子

に特に焦点をあて、その音楽的特徴について比較、考察をしてみた。

1.上田市東前山三頭獅子

2.青木村夫神神社の三頭獅子 (細谷在 )

3。 上田市下室賀三頭獅子

(1)こ れらの神楽で現在している楽曲及び演奏曲 (○印番数字が演奏llF)

(前山三頭獅子 )

○道中囃子之曲

① をかざき  。おてんぐ  ② 祇園ばやし
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○岡崎獅子之曲

。一番   。二番   。三番   ③四番(なべのあし)  ⑨五番

⑩六番(お としいれ )

○御天狗獅子之曲

③一番(ふ りこみ)  ④二番(おてんぐのをかざき)  ⑤三番  ⑥四番

⑦五番   。六番  Ottt  C八番  遭院番  C片番

Of一番

尚ここの神楽は明治 45年 5月 、西川壊舟氏による五線楽譜が完成しており、その折の演奏者から笛

の運指表まで添付されている。

(別所三頭獅子 )

○ささらの楽

①道行  ②ヽささら(唄が入る)  ③道行

○三頭獅子之曲              ´

①道行・ ②振込み   ③舞込み   ④舞   ⑤かしり   ⑥岡崎 ・

⑦骨なし   ③道行

(青木村夫神三頭獅子 )       ｀

○ささらの楽 (夫神部落 )       `       '   ,

①道吹  ②ささら(唄が入る)  ③道吹

○三頭獅子の曲 (細谷部落 )

①道吹   ②岡崎   ③横おどり   ④みつかがみ   ⑤あべ (唄が本る )_

⑥おどかし   ⑦ひきは   ③道吹   。所望の横おどり 、

この他、夫神、細谷両部落共に大神楽がある。「所望の横おどり」とは、音上田城主松平候にこの

夫神め三頭獅子を舞らて御覧に入れたところ、城主は大変気に入られ、再度舞ってみせるよう所望さ

れたという。それ以来神楽が終了した後にこの｀
「所望の横おどり」を加えられるよう!こ なったという。

しかし、現在ではこの曲の笛を演奏することのできる者が居なくなってしまい、復元することは出来

ないとの事である。(市川正一さん談 )

(下室賀三頭獅子 )、         「

○ささらの楽
‐
①道行   ②ささら(。 舞。歌上げ。長唄)  ③道行

.‐   ○三頭獅子之曲  _
Ⅲ     ①道行  ②舞込  ③曲名はないが舞の主部………・ ④道行

(21 同一曲の比較                           :
この4つの神楽に共通している「 道行」の曲を特にとり出し、その音階や旋律等、音楽的比較考察

をしてみた。              ・

これら4つの道行(又は道吹 )の旋律は譜―④の通りである。ここに用いられてぃる笛の種類、高

さ(pitch。 本数 )及び運指法は譜一⑤の通りである。又それらの旋法と特徴は譜―⑥の通りであ

る。                                                      ヽ

以上の比較表より、各曲の特徴、性格等を考察すると、次のようになる。

(1)前 山三頭獅子の祇園ばやし

伝承された古い篠笛を用いており、その音律が、陽旋第 2種である。小泉文夫氏によるテトラコー

ドI種の上に同 I種がConjunct された典型的陽旋 (田舎節 )を なしている。従って核音は四度
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のPlagal型 になっている点は、他のどこにも見ることのできない大きな特徴である。又音階上には

ない音 (譜上8音 )が使われていることも極めて特筆されることである。しかしこの音は音階進行の

メロディーの中には決して用いられず、フレーズの切目等の音楽効果として使われているので、音階

音と見ることはできないが、速度が他と比べ最も遅い (♪ =約 50)こ ともあって、荘重な上に更に、

神秘性も感じさせる大きな特色である。 (Shamanismさ え感じさせる )笛 は六穴の八本調子 (イ

調陽旋第2種 )と 高い調子を用いているのも特徴の_つである。

9)別所三頭獅子の道行

前山と同じ六穴の篠笛を用いているが、獅子田製の新しい笛なので音律は陽旋第1種、小泉文夫氏

説によるテトラコード第Ⅲ種の上に第I種 をCOnjunctさ せた形をとり、核音は五度のAuthen

―ticを なしている。前にも記した陰旋的感しを含んでいるが、ここにあげた4つ の神楽の中では典

型的陽旋の音楽である。又、速度が、♪=約 84と 最も速く、リズムが明快で、拍節がはっきりしてい

る。         、          _
0)青木村夫神三頭獅子の道吹

古い京都丸山製の篠笛を使用 しているので下に ♭mi(8s)が ぁらわれる。音階は陰旋第 1種、従

って小泉文夫氏説による音階では、下が陰のテ トラコー ドである第Ⅱ種で、陽のテ トラコー ドであ る

第 I種が上に Conjunctさ れた形である。 ところが、運指の関係か ら、 8 va,上の ♭mi(ё S)は

絆mi(3)又はfa(1)に 近いふi となってしまうのである。その為上のテトラコーどを演奏してい

る時は陽に感じ、下のテトラコードに入ってくると陰を感じる。特に青木の神楽のhmiの音は旋律

に特色ある感じを与える。このような運指法による七穴の笛は望月町の榊祭の “ねり,,の道行によく

似ている。ところが、下のmiは常に♭miか というと、必ずしもそうもし
:な

ないのである。譜の4小

節日、8小節日、12小節目にあらわれる装飾音符のmiは、運指の関係(すばやくレmiを 出すこと

はなかなか困難1)ヽ あって、Ч miを用いている。

このように、青木の神楽の笛は、音階的には混乱しており、音感覚の不統一性のあることを見のが

すわけにはいかない。

又、太鼓のリズムには、 ドンック、 ドンックとい う大神楽的要素が入っているのも見のがすわけに

はいかない特徴である。

14)下室賀三頭獅子の道行

笛は七穴八本調子の獅子田笛を使用している。

ここでは何といっても、高いmi(ё )が ♭mi に用いられていることが特徴である。これによって

陰旋第 1種、小泉文夫氏の説による、テトラコード第I種の上に第 I種がConjunctさ れた陰昴 ゞ

完全に成立したことになる。しかも、譜―④の第 4小節日、 8小節日、12小節目にあらわれる装飾音

符さえhmiを避け、下の音に装飾音を求めていぅ点など、完全に陰旋感覚をもって演奏していること

がうかがえる。このような運指による陰旋の音階を用いている神楽は、私が関係調査した範囲では、

はじめてである。その為か、旋律は極めて流暢で美しい。

6)音階変遷の仮説

以上の考察から、これ らの4つの神楽の発年的位置や時代を推測すると、次に述べるような仮説を

たてることができよう。

これら4つの神楽の中で最も古い ものは前山の神楽である。そればかりが塩田地区における神楽の

中でも最も古いものではないかと思われる。時代はおおよそ、現存する楽曲があまりによく整ってい

る点、メロディーが流麗である点、 もっともっと後の時代にはじめられたであろう他の神楽と多くの

共通曲をもっている点などから推して、日本の三頭獅子の神楽が時代を経て整理・ 統合され、均整の
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とれたものに成長した頃、又は爛熟の末期頃塩田に伝わったものと思われる。それが幸にも今日まで

伝承されているので、いまだに神秘性をのこしてぃる格調高い神楽なのであろう。

次に古いものが別所の神楽である。前山と同じ六穴笛であるが、残念なことに伝承された笛がない

ので成立期の立証に、これだけで言及することは危険であるが、現在の笛ではどうしても前山の次の

時代に位置する音律であるとぃえよう。即ち六穴笛でも現在の獅子田笛は fa(譜上の 1)が なく、
mi(譜上の3)に下っている。しかもこのmiは更に低い♭miの傾向すらもっている。これが完全
にbmiになると陰旋になってしまう。これが別所の神楽を聞いていると、陽旋の中にどこかうるお

いをもった陰の感じの響きが聞えてくる要因である。

次の時代に進むと日本人は徹底して♭miをうたいたいと、六穴笛の下に更にもう一穴 (小指の穴 )

を加え七穴笛を作り出してゆく。こうすると完全に♭miを出すことができるとともに、かっては陽音
階であぃたものが陰音階に移行してしまったことになる。 しかし増やされた一穴、即ち右手の小指の

穴はそれ単独で用いられることはなく、常に右手の薬指といっしょに開も、閉も運指される。

こうして六穴から七穴への移行で下の ♭miは 生れたが上のmi(譜上の 3)は 六穴のままであるか

らИmiになってしまう。なお、下のmiも 装飾青符の演奏にはレmiを すばやく運指することは大変
困難なので、左手の指を全部開倣したlmiを 演奏してしまう。これが青木の神楽の時代の音律 にな
る。

一方、大神楽は (江戸のC系の大神楽 )は ちょうどこの時代に起ったものであろうか。笛はこの七

穴を用い、非常な勢で各地に広まっていった事であろう。六穴の神楽を聞いていた人々に、この七穴
の神楽は非常に新しい流行音楽に響いたことであろう。ここで青木の三頭獅子の笛の伝承者市川正一

さんに大変興味ある話を聞いた。市川さんの父 (亡 )も 笛の伝承者であり、その父が、笛を伝授され
るとき「今はささらや三頭を七穴で吹いているが、昔は六穴笛で吹いたものだ」とぃぅいい伝えを聞
いた、と話されたとの事である。 1打川さんのお父さんが聞いた話であるから、それが何年頃か想像す
るだけであるが、実はその六穴笛が市川宅でみっかった。笛は破損しており、吹奏不可能だが、事実

青木のささらや三頭の楽は六穴笛で吹奏したものであることの実証だと思う。笛は丸山製篠笛である。

青木の細谷にも、夫樹

“

こも或る時期に大神楽が入ってきた。するとこれを聞いた人々は六穴より七穴
の音楽を新鮮なものとしてこれを求めていったと思われる。また大神楽の笛の演奏者は同時に三頭や

ささらの楽も吹奏したであろうから、ついに新しい七穴だけでその金てを演奏するようになり、今日
に至っているものと思われる。ということは、青木の三頭 も別所と同じ時代のものかもしれないし、

別所の三頭には、大神楽の要素が入ってこなかったので、発生当時のまま伝承されたとも考えられる。
このように、不徹底の形の陰旋を更に徹底した陰旋の音楽を求めた人 は々、ついに上の♭mi(3s)

を指使いの工夫で生み出していった。これが下室賀の三頭の笛の音楽である。時はいつ頃であろうか。
ともかく世が陰旋万能の時代、即ち、三味線や琴の音楽が全盛を極めた時代であったであろう。
ここの笛は上のレmiを 、左手の 2の指で唯 1穴閉じる運指で生み出したばかりではなく、第 2、 第

4、 第 8小節に現われる装飾音符さえ崎miに なることを避けるため、伝統的にその音の上に装飾して

いたものを、その下に装飾音を求め、調性の確立をしている。そのために笛のメロディーは実になめ

らかで、又情緒が細やかで美しい笛の音楽となっている。この4つ の神楽の中では下室賀の神楽が一

番新しいといっても、すでに上田城築城のための地固祭に出演してぃる、ということであるから、天

正H年 (1583年 )以前にすでに完成していた古い古い神楽であることは間違いないものである。
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参 考 資 料

a)参 考 文 献

日本民謡と音階の研究    下 総 餞′一   音  友

俗楽旋律考        上 原 六四郎   岩  波

日本伝統音楽の研究     小 泉 文 夫   音  友

信濃の民謡         町 田   等   音  友

日本の楽器         田 辺 尚 雄   柏 出 版

音楽辞典 (楽譜篇 )    音 楽 之 友 社   音  友

郷土のまつり        上 田 市 立 博 物 館

上田小県誌 二巻      ホ買
誌刊行会    生曇教育会

同 上  五巻        〃      〃

0録 音 資 料

BU所 、岳 の 職 り  昭4Z712  別所公民館にて祭総仕上げの演奏
笛 小福田 正 喜 さん

東 前 山三頭 獅 子  昭 4QlQ l  東前山公民館にて塩田町制 10周年記念に出演する
前の録音  笛 小 松 清 吾 さん他

青木村夫神三頭獅子  昭4Q1215  夫神公民館にてはっぴ新調祝い
笛 市 サ|1正 一 さん他

下 室 賀 三頭 獅 子  昭49428  出浦室賀神社にて春祭奉納の録音
笛 久保田 昭 二 さん他

丸子町西内獅子舞  昭48■ 29  高梨在諏訪神社にて祭の演奏
笛 伊 藤 良 孝 さん他

丸子in山中の大神楽  昭48429  丸子町中山公民館にて春祭の録音
笛 田 村 秋 男 さん他

上田市保野三頭獅子  昭48723  保屋公民館にて祭の前夜総仕上げ
笛 宮 崎 孝 市 さん他

望月町 榊 祭の道行  昭48918  柴平さん宅にて
笛 柴 平 忠 七 さん

以上の他下記の録音を参考にした。

○上田市常田獅子  ○上田市房山獅子  ○上田市新町大太神楽

○上田市築地弓立神社の大太神楽 他

(永 井  彰 )
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V 青 木 側 考

○ 夫神神社祗園祭の概説

= 準  備

7月 7日 に祇園祭について村集会を開いて、祭りをどのようにするかを決めた。

大祭の場合には、この席上で中戸、西村、原、細谷の四組から配置的に四人の世話人を選出、この

中から話し合ぃで大世話人を選出した。大世話人は役員の代表者となる。その他の役員もこの席上で

選ばれたがこの役割に対しては決して異議は許されなかった。

のはりは、いかなる年でも毎年上げられたがこの場合には特別の役員はできなかった。

ささら踊り、三頭獅子の出される大祭の場合には、翌 8日から祭 りの準備と、練習が始まり、 14
日にぶつ揃い (手合せ )ができるように努力した。

もちろん、ささらは夫神組、獅子の練習は細谷組のそれぞ■の事務所で行なわれ、 14日 の手合せ

もそれぞれに行なったのである。

ささらの場合は、 この手合せの夜、総代、宮係 りの家 々を廻 るのが例 だった。

長 祭 典 の 概 況  
｀

14日宵祭 りにはおこもりといって奥社に参籠し終夜かがり火をたいて徹夜をする人々も多かった。

15日 には、夫神、細谷それぞれの組のしなぃのぼりを上げる人々は、未明に奥社木明神前に上り

夜明けを待ってのぼりを奉納、ささら、三頭獅子関係の祭典の主体の人々は、午前 8時を期して、夫

神組、細谷組それぞれの事務所に集合ここから祇園祭行事が開始されたのである。

まず夫神の方から申すと、事務所前で、秋葉神社に奉納するささら踊 りをなし、行列整え瞳 ゆき」

の奏楽に合わせささらをすりながら中社御鍬大明神前に参入する。

細谷の三頭獅子も事務所前で揃いの一舞、終って夫神同様笛、太鼓の「道吹」を奏しなが進発、西

村沢の掲示板前の丁字路で熊野権現社に一舞奉納し、更に西村沢を上って山の神で奉納の一舞をなし

別所道に出て、中社御鍬大明神前に参進夫神の部隊と合流、奥社から下るのぼりの一隊の到着を待っ

て勢揃いする。この時間は大体午前 9時半頃であった。

ここにおいて、ささら踊り、三頭獅子舞の順に一舞づつ奉納し行列を整えて「道ゆき」の奏楽に合

わせて、ささらをすりながら十二の森まで練 り下る。十二の森では、熊野権現社、社宮司社に中社同

様の奉納舞をなし、次いでのぼり建てに異動、ここでも一舞い舞って行列を伊勢山の天照皇太神宮同

様ささら、三頭獅子を奉納して里宮の夫神々社広前に参入、おさめのささら踊、獅子舞を奉納する。

この時しなぃのばりは神社の森の所定の場所に並べて立て、日暮れまでそのままで飾られた。

里宮でおさめの舞が終ってからささらは、神楽殿裏の大広場で「しゃり」といって後退しながら踊

るささら踊りをする。この時は道化ものや、馬乗り等もこの中にとび出して大騒ぎだったという。

三頭獅子は、最後に「しょもう」という舞を一舞するのが例だった。この舞は領主松平公が疫病流

行の年に病魔退散、五穀豊穣祈願の大祭を旧夫神村に依頼執行されたことがあり、その節「いま一舞

所望」と所望されたのがこの「 しょもう」舞だと伝えられてぃる。

里宮の祭典行事が終了するのは午後二時頃だった。

終了は全部揃ってシャンシャンシャンの手打式で終了した。            |、
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○ 祭 りの状況

= しないのぼ リ

こののぼりの起源の記録は何 もなぃ。

伝説によると、大昔大ひでりがつづいた時、夫神岳の頂上にまつる九頭竜権現に雨乞い祈願をした

ところ、慈雨が降りすべてがよみがえったお礼に、布で竜神のお姿を作り奉納した。これがしなぃの

ぼりの起源と伝えられてぃる。

箱山先生の上田付近の遺跡と伝承が書かれてぃる̂

こののぼりは夫神、細谷の各家々で織った布で作つて上げるのが例で、一軒で二本も三本も上げる

家もあり、近郷近在からも上げられたとぃう。

あぼりの作り方は、上部に笹の部分を残した竹に、反物を下から上につけて行き竜神をかたどって

先端までつけ余部を長く重らしてある。これをしなぃのぼり、又はしなりのぼりと称している。

こののぼりは昭和 3年迄は毎年上がったが以後は20年の戦勝祈願祭が執行されたのが最後である。

長  さ さら お ど リ

このささらおどりは、伝説によると害獣や疫病除けの行事とされてぃるが、起源や伝来は全くわか

らなぃ。 もちろスタ記録等も全くなぃ。

このささらは三頭獅子舞とともに行なわれた祭行事であるが、莫大な費用がかかるので毎年は行な

ゎれなかった。

ささらをおどるのは 8才から15才 までの男の子で、着物等も一切その家持ちでなかなか大変だっ

たとぃう。

このささらをおどる子供の外 5才から7才までの就学前の子供は、子供音頭といつて、 5色の短冊

をつけたたなばたをかつぎ、ささらの歌をうたって、ささらの前を行く音頭団をつくる役割をした。

ささら踊はすつた後、「エンギャホイ」とかけ声がかかる。

= 
三頭 獅子 舞

三頭獅子の伝来等も全く不明である。古米旧夫神村の細谷組に伝わり、夫神神社の祇園祭に舞われ

てきた。緑色の頭で俗にくさもちとよばれ雄二頭は同型、雌の一頭はやや小さい。材は桐で、作者、

製作年代も不明である。

この獅子が祇園祭に舞われるようになった歴史もわからなぃが、大神のささらと同様、疫病除け、

害獣除け等、五穀の豊作 と平安無事を祈る祭り行事であつた。

舞手は 15、 6才の男の子で、最後のしょもうの舞だけは青年が舞うことになっていた。

四 祭 典の 費用

祇園祭の費用は、区有の山林 (約 80町歩 )か らの財産収入によってまかなわれた。

以上が夫神神社の祇園祭の概要であるが、話者の話を総合考察したものである。

この祭礼を証する 部落有の記録等も終戦の混乱期に殆ど紛失されてぃて資料らしきしのはなく、

話者の話によって知り得たことのみである。

ささらおどり、三頭獅子とも現在保存会を作り保存につとめており、村や部落の特別の行事のある

時や、文化祭、村の行事等には、しばしば行なわれてぃる。
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特:ど経費についての文献等を探し求めたが見当たらず、これを証することができなかった。

○ 祗 園 祭 行列

露は らい (笠、神、杖をもつ)      ｀

天 狗   (一本歯の下駄、馬乗袴、全alj杖 )

世話人  (神、笠 )

しないのば り (法被、ももひき、鉢巻 )

世話人  (袴、陣笠 )

警 護 鉄砲隊  (黒紋付、野袴、脚絆、陣笠、たすき

社号大職  (法狡もひき、鉢巻 )

榊     (自の雑色姿 )

大 麻  (上 同)

神 器  (五色幡、  自雑色)

警 護  (馬上武士姿1人、徒歩5人 )

長 持  (自の雑色姿 )

楽 部  (束帯、楽器、太鼓 )

神 刀   (自の雑色姿の2人で持2振 )

神 馬   (背に御幣を立てる)

鉾   一対 (自雑色姿の者が捧持 )

神 使   (自 の衣冠束帯、乗馬 )

鉾   一対 (服装前同様 )

警 護  (神 、さんど笠 )

はやし方  (黄色い神、さんど笠、太鼓、笛 )

中音頭   (峠 、さんど笠、五色の短冊のたなばたをもち、ささらの唄をうたう)

子供音頭  (5才～7才の子供 はでな長袖の着物帯をたらす、五色の短冊をつけた小さなた

なばたをもちささらの唄をうたう)

ささら  (8、 9才～ 15才子供、花笠、はでな着物、両端|ど紙の房をつけたささらを時つ

警 護  (神、さんど笠 )

はやし方  (三頭獅子、黄色のネ|さ んど笠、太鼓、笛 )

天 狗  (鳥帽子、広袖、くくり袴、日・月の大うちわをもつ )

獅 子   (雄二頭雌一頭 )

警 護   (ネ +、 さんど笠) ,
以 上

 ` この行列は大正 6年作の「夫神神社祇園祭礼行列之図」による。

古老σ話しによると、夫神、細谷の部落だけでは、実際に相当の人員が必要なので、この図の通り

:こ はlCき ′よかつ
'こ

とも`う。

この図は、祭礼の型がなくなるのをおそれて、本村出身の画家若林風陽氏に画かせたものであっても

古来行われて来た、雨乞い祭りであり、疫病除け、害獣、害鳥除けの祭礼の型を作図したものである

という。
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○ 夫神祗園祭ささら踊の歌

御門の脇の御桜、 1本で百八咲いたとな、黄金花 も咲いたとな、大竹 ささらも熊七竹、しなよくか

つげ坊子達。

1.皇霊の御庭を眺むれば、黄金小草が足にか らまる足にか らまる。 (終 の小節繰返し。以下同じ)

2.殿様や殿様や御門の柱は自銀で、中は黄金で光輝 く。

3.小供衆や掛けたる欅に花が咲 く、花も散 らさで遊べ坊子達。

4。 あの宮や、この宮や、何たる大工が建てたやら、 くさび 2本で四方しまった。

5。 まわり気やまわり気や、まわりまわりと思へ ども、まわれば石橋飛ぶに飛ばれぬ。

6.あの町やこの町や馬乗 り上手がござるそうな、夜の夜中 も駒の足音。

7.都か ら都か ら貢に習の文が来た、能 くはなけれど都貢。

8。 自さぎや白さぎや、海の小辺に巣をかけて、浪にゆられてばっと立ち候。

9。 つばくろやつばくろや、土をくわえてかわつけて、皇霊の御庭で羽子を休めろ。

10。 あの山やこの山やりん りん、ころりと鳴 く鳥は、これこそほんの籠の飼鳥。

11.輪 団や輪団や、雨が降 りそうで雨雲立つ、おい とま申せば花の都へ。

この ささら踊の歌は、故丸山袈裟郎翁が昭和 13年 7月 15日 の祭典の時に書きの こされた覚書と、

林薫翁のお話しに よる。

o三頭獅子舞の歌

1 思い もよらじ        `阿 部の時うたう )

朝霧おりて

そしてめじし

か くしとられた。

2 獅子の子          ( 同  上 )
生れて落ちで

頭ふ りそろう。

〃
しょもう〃舞の歌

こうしを、 しこもヽてしこいて

頭を並べて

長歌、長歌。

(三頭獅子保存会の資料による)
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○ 伝 説

= 夫神岳のしないのぼリ

昔々、毎日毎日ひでりがつづいて、野も山も畑も水田もかわききって、飲み水にも困るようになっ

た。このままひでりが続けば、作物も枯れてしまうし、人も死んでしまう。天の神様にお願いして、

雨を降らせてもらうょり方法がなぃということになった。

そこで近郷近在の人々が集まって、大神岳の頂上で雨乞いをした。千把焼きといって何百ものまき

を持ちよって、どんどん燃やして「あ―めふらせたんまぃな」。と口々にこう叫んで一心に雨の降る

のを祈ったのである。こうして雨乞いがいく日も続いたある日、村人の悲願が天に通したものが、夫

神岳の頂上に、竜の形をした黒雲があらわれたかと思うと、ただちに空一ぱぃにひろがり、一しゅん

にしてどしゃ降りの大雨となった。

この慈雨にょって、かわききつた大地はうるおぃ、枯れはじめてぃた作物はよみがえり、村人たち

は、待望の雨にこおどりしてよろこんだ。

そこで、雨を降らせてくれた神様に感謝する意味で、お宮を建てることになった。ところがtぃ よ

いよお宮を建てる時になって、大神の方へ向けて建てるか、別所の方に向けて建てるかが問題になり、

なかなか意見がまとまらなかった。

関係の村人たちがいろいろ考えた結果、牛と馬で夫神岳へ登る競走をさせ勝った方の村へ向けると

いうことで話がまとまった。 くじ引きをしたところ、夫神が馬、別所が牛ということになり、定めら

れた時刻に両方のふもとから登りはじめたが、馬はものすごぃ勢いでかけだしたために大神岳の中腹

まで登った時には、すっかりくたびれて動けなくなってしまった。一方牛は始めからゆぅくりゆっく

り登ってぃたので、時間はかかったがつぃに頂上まで登ることができた。このため別所のお宮は頂上

に、夫神のお宮は中腹に建てたということである。                     .
またこの祇園祭の時に上げる「 しなぃのぼり」は、雨をふらせた九頭竜権現の御姿をあらゎし、たと

のことである。

この伝説は、昭和 4

のである。

長  祗 園祭 のは じま リ

昔頂上の桐の向きを決めるため、馬と牛で競争させ、早く頂上に着いた村の方に向けることにして、

大神は馬、別所は牛で挙行したところ別所の牛の方が早く頂上に着いたので別所村の方に向けるよう

になった。夫神の馬は中腹の水呑み場までしか行けなかったので、そこに大明神桐をまつったという。

また夫神岳を中心に猪が多くなり、人里へ出て作物を荒し百姓は困窮した。 その上疫病が流行した。

そこで相談の上、京都の八坂神社を勧請し7月 15日 に、ささらおどり、三頭獅子舞を奉納したと

ころ疫病 もなおり、猪の被害もなくなった。

これが祇園祭のはじまりで、この時以来この祭が行なわれて来たという。

4年青木小学校の郷土史クラプの生徒が「青木村に伝わる伝説」に集録したも

話した人 清水利益氏。
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≡  しない のぼ り (し な りのぼ りともい う)

大昔大早魃で農作物は枯死寸前となり凶作が心配されるようになつた。そこで地域の人々は相談し

て夫神岳の頂上にまつる九頭竜権現に、千駄だきをして雨乞い祈願をしたところ結願の日の夕刻夫神

岳の頂上に、竜の形をした黒雲があらゎれ大夕立ちにならて、万物がよみがえり凶作を免かれ豊作に

なった。

その御礼として笹竹に一反の布で竜の形をした職を作つて奉納した。 これがしなぃのぼり (し な り

のぼりともいう)のはじまりで、以来毎年7月:151日 の祇園の日に奉納して豊作を祈っ■。

こののぼりには、二反、三反とあり、この布で着物を作って着ると病気にかからなぃと伝えられ、

他村からものぼりが上がり、参拝者も多かった。・

話した人  林  薫翁 86才。

o参考資料

1.東京大学史料編纂所編纂     :  ′

大日本近世史料 281頁  関係分抜率

夫神村指出帳 宝永三年亥五月十五日

欄 外注 記                :             “

明神 宮 地     1明 神 宮 地        (里 宮 )

冠 者
.宮

地     1く わ しや宮 地      (中 社 )

天 王 宮地     1天 王 宮地        (奥 社 ) ・

明治 14年 12月 15日    村  誌  抜率                _

夫神神社 村社 社地東北八間、南北二十一間、面積反別五畝十八歩、村の北の方にあり。祭神健

御名方刀美命。創建年月不詳、祭日四月十五日o

2.古文書 青木村細谷 金井家文書

名所伴右衛門屋敷畑畔

竹 薮 壱ケ所   持主 料 吉

右者村方祇園祭礼之節笹竹 丼二  天王祭り風祭 り入用竹先年より差出し来り候処当年ょり右入

用竹定七様方二而六分料吉様分二而四分つ 差ゝ出候 様取極メ申候此以後年々無相違

指出し可申候 働而如件

文政元年         庄 屋

寅六月            岡右衛門

組頭惣代

二郎右衛門

料 吉 殿

3.細谷組記録簿  抜率
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昭和十九年二月二十二日 世話人会

獅子練習二関スル世話人会ヲ開キ役割ヲ決定

△師匠=太鼓、神楽政吉、三笛 花見竜太郎、三師 子、金井二郎、栗林武雄、市川知明、宮原常政

△役者=太鼓、神楽 満、三添太鼓、花見芳挙、三笛、市川清美、市川喜代信、花見末満、上野常

重、雨川正一、宮原唯義。三獅子、工藤利雄、丸山元雄、神楽夕市。

練習ハ二十四日夜ヨリ十日間行フ。

明日各世話人ハ手分ケシテ各人二御願二廻ル事二決定ス。

二月二十三日 世話人手分ケシテ師匠、役者ノ諸氏ヲ訪間シテ御願セリ。

二月二十四日 夜ヨリ練習開始ス、二月六日迄 二於テ十日間猛練習ヲ行フエ藤利夫氏宅二御産アリ

シ為都合悪クナリ栗林甲一氏中途ヨリ練習ス。

御師匠役者共熱心二練習シテ初期の目的ヲ達成セリ。

二月六日 獅子十日間ノ練習終リテ御神酒ヲ以 ツテ慰労会ヲ行フ。

二月七日 午后世話人ニテ獅子其ノ他ノ後片付ヲ行ヒ会計ノ決算ヲ行フ総計四十円五十五銭也.

二月九日 夜総会

三項目 略                 '
一、獅子練習二関シテ経過報告ヲ行ヒ会計ノ認定ヲ行ヒ総計金四十円五十五銭ヲ認定ノ上特別会

計 ヨリ支出スル事二決定セ リ。

二項 目 略

五月二日 (八十八夜 )午后三時ヨリ三頭獅子 ヲ事務所ヨリネリ出シテ養蚕大神社前二至 り組中
ノ老

幼男女集合ノ前■テ獅子、シヨモウヲー舞ヅツT般二披露 シテー同御神酒 ヲノ ミタリ。

昭和二十年六月十五 日

前事項略ス   ・

戦勝祈願祭 夫神組ヨリ氏子総代佐藤佐十郎栞来り来″十再ロィ祇園祭ヲ兼ネ五穀豊穣戦踏祈願

ヲ挙行シタキ トテ夫神ノササラ細谷ニテ三頭獅子舞ヲ御鍬大明神二舞ッテアゲテ貰イタイトノ申

込 ミ有り。組役員会ニテ協議研究ノ結果夫神区ノ円満上賛成 ヲ成シ大鍬明神二獅子ヲ舞ッ.テ アゲ

ルガ宜敷カラント決定直チニ世話人及ビ獅子舞笛太鼓其他役付等ヲ決定役員ニテ御願ヒニ行ク・

世話人花見満美、工藤其治、金井 実、宮原常政。

笛 雨川清美、市川喜代信、花見竜太郎、太鼓 神楽政吉、   .

「 ‐獅子指導者 金井二郎、市川知明、  獅子舞 栗林甲一、神楽楽雨、丸山元夫

警護 雨川伝次、工藤利夫、金井俊平、丸山茂登喜、上野国太、金井速雄、金井道平。

七月十五日 大鍬明神、大神神社ニテ戦勝祈願祭ヲナス。

三頭獅子関係    .
昭和六年五月 養蚕大神祭典 獅子一舞

昭和九年五月   〃     〃

昭和十年七月十四日 細谷橋竣工式 獅子一舞

昭和十二年五月 八十八夜      〃        ヽ

昭和四十九年十二月十五日 夫神祇園祭民芸被露会、ささら踊、三頭獅子舞担当者氏名

ささら踊の部 笛    林 重吉、 74才 山浦武喜 60才  小林武可 60才
増田幸夫 49才

太鼓   松原暉雄 43才  永井栄- 44才
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才 片山茂樹 74才
山崎竹雄 60才

林まゆみ 11才

清水直子 12才
三頭獅子舞

(若林 清 )

Ⅵ 出 の 民 俗 :雨 乞 行 事

夫  神  嶽

上田雨の南西、塩田盆地 と浦野との境に鴛える三角形の山、標高 1250米 、別所温泉をはさんで、

形の似た山が並んで見えるので高い方を夫神、低ぃ方 (926.9米 )を女神岳又は天狗山と言ってい

る。 (地理調査所五万分の一の図による )。 日本は至る所に山があ り、山か ら流れ出る水に依って水

田を経営して来たので、山には神が居 り、この神が春、田の神として水田に下 り、秋再び山に戻 り、

山の神となる、 とぃ う信仰が各地にあって、特に早魃になやまされる地域では、 この信仰にぃろいろ

の習俗が結びついて複雑の形をあらわしてぃる場合が多い。似た形の山が二つ並んでぃるので、 これ

を男女両性と考えたことは、関東の筑波山をはじめとして全国各地にその例が多 く伝えられてぃるが、

別所にあるこの山もこの例に漏れなかったのである。そして、吾々は、形の似た山が高低大小のちが

ぃはあるが、二つ並え′でいるか ら、男体、女体に見立てたと考えるのであるが、只二対の比較とだけ

考えるな らば必ずしも、男女でなくて も、太郎、次郎の兄弟で もよく、大小で も、親子でも、比較の

仕方はい くらで もあったのでぁる。 このことにつぃて、柳田国男は、
「

境の通路には、男神、女神な

どの名を以て、二つの丘または岩のある例は水陸ともに極めて多 く、そのあるものは、これによって、

地名を「たけ くらべ」などとも言ってぃる。けだしか くの如 き路を造った昔の人の考えは簡単であつ

た。即ち男と女と二人itス′でいるところは最 も他人を近寄せた くなぃ処である故に即ち古い意味に於

ける「人ねたき」境である故に もし共男女が神霊であったならば、必ず偉い力を以て侵入者を突 きと

ばすであろうと信 じたか らである』(柳 田国男集 5の 228頁 )こ のことは、この地方各村々にある

男女双体の道祖神、又は陰陽一対の神 々を考える上か らも非常に大切な示教 と言える。則ちこれによ

って、村や耕地の境に双体の神を肥ったゎけも説明出来れま、夫神嶽の奥にある大明神嶽を夫神村や沓

掛村で女神岳と記している理由もわかるのである。 (長野県町村誌沓掛村では大明神岳一名女神岳 と

云 う。)と 記しているし、大神村では、女神岳一名大明神岳とい う。 と記している。また別所、山田、

野倉村では、大明神岳とは別の天狗山を女神岳と記して、ここに女神社のあることを野倉村で記して

いる。

唄

踊子

笛

太鼓及唄

小林辰次郎 70才  小林袈裟雄 41
林袈裟善 70才  永井永登 70才
林まき子 12才 増田共則 12才
石井 進 12才  佐藤くみ子 12才
雨川茂俊  花見長俊  丸山文雄

雨川正平

神楽 満
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夫神岳山麓肘 々の記録の相違 (長野県町村議 )

村  名 高  さ 頂上までの距離 登山路の難易
‐

渓水の記事

別 所

越 戸

一月
　

神

掛

殿
　
夫

沓

228丈

216〃

216〃

216〃

■ 08〃

29町 5間

25町許

15町許

1里 1丁 48間

20町許

瞼 路

易 路

易 路

山含 路

m貪 路

渓水一条内山より発する水と塩水にて会臥

下流湯川となる。

渓水一条宇殿戸入より発す、神門川の源水

な り。

渓水二条浦野川に入る。

上表のように、この山の麓に位置する村々の記録を比較して見ると相違のあることが察しられる。

易路と記した越戸、殿戸が、この山に対する信仰が薄く、瞼路と記した別所、夫神が強い信仰をもつ

て祭杷をつづけていたことをどう考えたらよいか。高さにしても頂上までの距離にしても、あまり関

係なかつた越戸、殿戸が別所夫神と違った記載の仕方である。

嶽 の宮の 話

村人は男神嶽に祈誓して雨がふって百姓がよみがえったので、奉斎に此神を祭るお宮を造ることと

なった。ところが別所の方に向けて律てようか、夫神村の方に向けて建てようかと議論がおこって容

易にき
。
まらなぃ。そこで、「牛と馬とに男神嶽の頂に駆け登らせ、勝った村の方へお宮を向けよう」

との相談になった。さてどちらが牛になるか、どちらが馬になるかが謝こ問題となイこから「それでは

銭引きで定めよう」とのことになった。餃を引くと別所は牛に、大神村は馬となった。いよいよ用意

して両村の此山の麓から駆け登らせた。所が牛が山積につぃたのに馬はまだ山腹lどいた。それでぉ富

を別所村の方面に向けたのであるとだから毎年 6月 15日 の祭日に別所村では山の頂で神事をするの

に、大神村では山腹で神事をするのである。 (小県郡民謂集  昭和 8年刊  小山真夫著 )

別所と夫神は頂上に登るのに崎路であると記しているのに、この二村が頂上の社の向きをあらそっ

たことは面白いことで、而も歩くことのおそぃ牛が勝って、早い馬が負けたことによって別所村は頂

上で祭 りをし、夫神村では中腹で祭をするのだと説明している 山のla路の場合、馬と牛では、牛の

方が強いことは実際に牛と馬を飼育したことのある者ならばすぐにわかるのであるが、観念的に早さ

を競う場合牛と馬とどちらをとるかとぃうことになれば誰もが馬の方が有利だと思うのは当然であっ

て、この話のモチーフは兎と亀の話にあり、また領地や国境をきめる際の話として各地で語られてい

て、立科山の頂上をきめる際、ゴこは四阿山の頂上の社をきめる際にっぃても似た話が残されてぃる。

倉路であっても別所と夫神では頂上を争わなくてはならなかったし、殿戸や越戸、沓掛は易路であち

ても頂上を争う権利がなかったのである。

頂 上 の 神

九頭竜神 頂上には古くイザナギの命が杷ってあったが、雨乞をする時、九頭竜権現を杷ったのだ

とぃう。それは永正元
～

だとい うから470.年 ほど前のことである。 (長野県町村誌別所村 ) ・

水田耕作や農耕儀礼に結びついて竜神が雲や雨水をつかさどる神として信仰されたことは民間信仰

の水神に竜神をまつるものが多く、また、「万葉集」などで寵神「オカミ」として竜蛇神が水をつか
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さどる神として歌われてぃるのにも明らかである。桓武朝に平安京に造営された神泉苑では竜王をま

つって雨ごいをおこなっているが、雨乞と竜蛇信仰が密教を媒介としながら貴族間にも継承された例

である。 (平凡社世界大百科事典竜王の項 )こ の説から見てオカミ山と言われたのは相当古 くからで、

九頭竜権現を杷ったのも永正以前であったかも知れない。水の必要は塩田盆地の水田開発と閲係ある

し、前山村の竜王社は弘仁年間 (810～ 823)の 勧請だと言っている。 (長野県町村誌 )ま た常

楽寺にある多宝塔は弘長 2年 (1262)の 建立だからこの頃既に塩田盆地の水田開発は進んでぃた

であろうから、水の必要も痛切であったと思うし、水を司る竜神信仰も熱心に取り入れられてぃたと

考えてもょいであろう。

全国各地の地図に示された竜王山の名だけをみても数多くあるし、この竜王を杷ってあるが故にオ

カミ山と呼ス・だとしたら、この呼び方が相当古い呼び方なのであるから、別所のオカミ山の歴史は相

当古いと考えなくてはならなぃ。竜神の名がオカミであることを忘れた後、オカミは男神と考え、男

神に対して女神もあって当然と考えたものかも知れなぃ。山名、地名の由来を考証することは容易で

なぃが、常に早魃になやまされつづけた塩田盆地、神川の水を各所に引水して水田耕作脅した者達が、

四阿山に奥社をもつ自山信仰を熱心にしたこと、立科山の水を長い距離苦心して引いて来て水田耕作

をした八重原、塩沢地帯の事を思うとき、この山を神のぃます山として拝み尊ス′で来た農民達の心意

気を察することが出来る。晰 ののぼりの祭りが今日盛大に行われて来たことは、別所村が温泉場で

あったことと強く関係している。水田耕作に水の不安がそれ程なくなる。農業に魅力がなくなった今

日、
・
この祭を維持出来る者は、温泉という自然の地下資源を売物にする旅館業の人々によらなくては

駄目だし、この人々に動かされる地域住民の協力がなければならなぃ。尚加えて、行政の面から、即

ち文化財保護の立場に立って、これが保存に資財の援助と継続のための施策を常に考えなくてはいけ

なぃ。

雨 乞い  あ まこい

雨乞いは、農作の過程で、降雨を祈って行なう呪法で、方法にはさまざまな変差があるが、およそ

次の五型に分類できる。 1.山 上で火を焚く。 2.唄や踊 りで神意を慰め雨乞いをする。 3.水神の

すむ聖地を汚して神を怒らせ、雨を降らせようとする。 4.神社に籠 り降雨を祈る。 5。 聖池から水

を貰 って来る。大体以上の型であるが層1所の祭は、岳ののぼりとぃう雨乞の祭りにささら踊りと三ツ

頭の獅子舞が一緒になったものだと言われてぃる。

1.の 火を焚くのは、独姑山、富士山、太郎山、冠者岳などで火脅焚いて雨乞いをしたことは記録に

も見えるし、里人の伝承にも明らかであり、塩田平では用水溜池の土堤で火を焚いて雨乞いをした経

験のある者はまだ生存している。 2.の 唄や踊りで神意を慰め雨乞いをする例は、上田市付近ではほと

んど聞かれないが関東地方に行くと非常に多ぃ。広い平地の真中方面、本庄、館林近辺では雨の少い

とき三ツ頭の獅子舞をして雨を願った。用水の橋のたもと又は地主の家の庭などで笛や鐘太鼓をうち

ならし乍ら獅子おどりをした。従ってこの獅子頭は竜の頭をかたどったものと言われてぃる。別所の

獅子頭も上田や保野などとちがって竜の頭を型ど2′こものでなぃかと思われる型である。

次に 3.の聖地を汚して神を怒らせて雨乞いをするというもの、真田町に千古の淵といつて河童が住

むと言われた淵があって、雨乞いの時この淵をかきまわすとか汚物を投げ込むと降雨があると:言われ

たし、同町大庭では部落の道祖神を洗馬川に投げ込え′で雨乞いをしたというし、同じく、戸沢部落では、

山の上に杞ってある雷岩という 径 30糎程の丸い石を背負いおろして前の神川にぶち込むと降雨が

あると言って、雨が降らなぃで困るときはやつたという。上田市森の行沢川の橋のたもとに馬頭観世
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音の石像がたつているが、これに石を投げつけると雨が降るとも言った。

4.の 社寺に籠って降雨を祈ることは独姑山前山寺は祈祷寺で、̈早天で困るときはここの僧が先達と

なつて独姑山頂に籠つて降雨を祈ったし、岳の職りの祭 りの時、別所の者達は朝一時か二時の暗いう

ちに山にのぼって祭 りをして職を建て、下るのであるが、これなども山頂に籠って祈願をした名残り

であろうし、上田市豊殿地区の者達は殿城山に小屋がけをして、ここに三日三夜籠って降雨を修験者

達が祈つた安永年間の記録も残されてぃる。 (箱 山宗太郎氏蔵庄屋日記 )5,の 聖地から水をもらっ

て来て、関係地域にまぃたことは、吉田堰関係の者達が降雨を願って四阿山頂近くの泉から水を駅伝

式にリレーしてもらって来て耕地にまいて降雨を願らたことが度々あったし、上田雨常田の人達が、

昭和 15年頃、四阿山から水をもらって来て耕地にまぃて雨乞いをした記録も残されてぃるし、遠く

は戸隠、立科山に水をもらぃに行つたことを聞伝えている古老もまだ生存している。塩田地域は水田

が多い割によい水源が乏しかったので、早魃の時は特に被害が多かったので、こうした各種の雨乞い

は多くなされたと思うし、塩田地域に特に多く三ツ頭の獅子踊りが伝承されてぃたことも雨乞いと無

関係のものでなかったのではないだろうか。

岳 と 山

簡野道明編の字源の説明によると、山とは土地の高起せるもので、岳は嶽の古字で山の高 くして尊

きものとある。夫神、男神岳を、拝み岳と説明した人達の気持 も納得出来るょうに思えるし、九頭竜

権現社を勧請 してある山なるが故に 神の山 オカ ミ山と言っただろうということも納得出来るよう

に思える。

上田市近辺で岳と言われてぃる山は、鳥帽子、根子、子檀嶺、それに 大明神、夫神、女神岳であ

る。遠 くは木曽に御嶽、 日本アルプスに槍、焼、千丈、自馬等があ り、南アルプス其他主峰には岳の

つく山があるし、各所にある山は大体信仰につながる山のようである。 しかし山と言つて も富士山を

はじめ信仰につながるものが多いいから、岳とつ く山だけが尊い山だとは言えないが、一応、なぜ t

山とぃぃ、岳 とい うのか も考えて見な くてはいけなぃ。沖縄では、信仰の山を ウタキ オタキでタ

ケの古い称呼のように考えられ る。

日木で も或時代、信仰の山を岳 と言つた時があって、それが伝承 されたのだろうと考えた らどうで

あろうか。武石村小沢根の奥に嶽の湯という鉱泉のあったことを知 っている者 もまだ多いであろうが、

平凡社の世界百科大事典には岳 とい う温泉が二つ、青森県岩木山のそばと、福島県安達多良山の近 く

にあることがあげられてぃる。 このことは岩木山や安達多良山がかつて岳と呼ばれたことがあって、

そこにある温泉なので、岳温泉と名がついたのであろう
=岩木山も安達多良山も或 る時代信仰の山で

あったし、現在で もその名残ははつづいてい る。ただ山といって も、信仰の山があったし、岳だけが

信仰の山とは言えなぃのだが、山と言つて も言えるのに、何故に岳 と言ったのか、それには理由があ

った筈である。 こうしたことの究明は容易の ことでなぃ ことはわかっているが、現実にそこにあるか

らには納得の行 く説明がほしいのである。わか らなぃか ら放 ってお くでは、究明とは言えなぃ。わか

らなぃことを苦心してわかるようにするところに、研究があ り、努力と言えるのである。

(箱  山 貴太郎 )
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